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人工 屠 臓 は,幣 ・月数咲,房腎孟 晴 羨 、糖 尿 ・病 や 高 血 圧 に よ
り臼 然 曙 の 機 能 に 障 薯 を隻 ・抹 穫 柱 屠 不 全 愚 活 ・・酋 隔
延 禽 手殺 と し?,ヌ ぱ,奏 亜 事 故 や6>娩,手 術 直後 仏 急
柱 腎 不全 馬循 一レ・灯 苅 う一 爵 的 な曙 ・職 四t'用 手段 と しZFtG
v、ら"マv、 〉。
三項し石三,1美用 に イ笑 さ寸へ?い う 人 工雇胃肩蔵・は,杢 …府「方一ム♪人 工
幣 臓 と呼 〃∴ 牛 査 膜 を応 し?一 加 ・血 寂 他 方 ・透 析 寝
を琉 す こ と ・こ洗 ・L拡nr・xk理 し蕩 ブ㌧、マ 血痛 中 か ら蛋
白 イギ言射終 床 産 物 と除 芸 す}も 〃へ?・あ5。 こ《 人z二腎 臓'装
置 は 、 滞温 、常 圧 に近 ・・条 件 下 ㍗揉 作 さ 胚 渉 葎 あ 、一 見
キ段い 易 いイ噂 装 覆 《 よ う に み 乏 らが ＼ 血 寝 と直 痔 又・凋
痔・的 に接 触 函 》 た あ に,厳 しい 生 俸 条 件 を考 麓 、しケ げ 藤
1ざ容 らな い 。 従 っ7.こ れ さZ・ノ、=〔嗜 激 に閥 す う7二曽 的
研 究1さは と ん ど な され マ お らず,臨 殊 的 窪 立場 わ・ら血ノ寝
孟析 装 置(パ製作 と装 豊 の操 イ乍 条件 の来 え が,餐 醗 白切 こ容
ぎ れ7い た に す ぎ 亦,楽 麗 の効 率 に っい 一Zは1δと・くとンを萄
み ～ラ)托?v・呑 か っ7三。
しか 乙な 奏 ら、物 管移 動 幽立 場 か ら眺 あ フ み ム と.人
工努 購 装 置L},拡 散,膜 蓋 …匿.喰 看,イ 才 ≧女硬 、限 外
ヲ腿 と … た尼 駈 鮪 痺 位 劇 乍》碗 用Z・靖 奨 置 と考
1
え ら代 工 騨 裕 立 場 が ら接 匿 の 効 率 ヤ 働 乍条 イキ き検 討
亡 τ三り,新 ツ ス テ ム の閥 発 に耳之り美且寿 し二ふ 主叶っ し・、后汗究
灯 象 と.・わ 、
1.臼 然 腎 σ、機 ・能
我 受の生命 衰維 詩 酪 τ・め・=摂取 しな ・挫 ・砕 ら・∫い
三大柴巻 案の う磯 幻 乙物 と脂 防 レさ棒 肉 で兜 全 レ・燃 わ η
っマ 婁酸 〃ぐス と)Kレ・な ・ハA'bL・師 か ら放 出 さ一弘 う。 と
ころ洲 納 レ・嘲 た 蝶 蛋 纏 「・ふ者 悔 囎 櫛 綱 給F用
・・ら革 血 と/iF-iJ肉と7め グ 殆 残・、崎 肝 臓Z・処理 猟 ,
尿 豪 の よ ㌧ケバ 謝 終 末潅物 し踏 臓 へ送 ら躰 う。 こφバ論
終 権 物 鯨 と しマ排 選 す 渤 が 屠 臓 麻 きケ役 劉?・あ
う・ 「F、8・1一久 レ・/r寄5うv:人(2N曙臓 しさ、 畏径 豹 り(・・
Z・¥ら 蔓 ぜ を し""Z'ANリ,晦部 の後 薩 … 蟹藩 し?左 創 個
マ っ春 左 訴}・ こC,x腎臓 し飢'F弓t-bレ ・示E「よ う な 合
言←200万 へ固 も め 堅 単位(ネ フ ロ ン)か ら橘 成、ご 胚?M"
り,'{o＼糸球}イx・?・ま碑'限外 三ア遥 に}り 血 球 ヤ 蛋 白管 の よ
うな 高 分 与 を 除 く低 ノが与 、rヒ蒔レ分 与景 物 管9♪ア置 可5、
この魍 量 刷 馴8・ £ レても 献 わ概F;8・ トc,ltA"
騨r姻d
V・満 ようし・,を 妹 半 レ辣 庫 痢 ・続 ζ1瞬田
惰 ド 訳 いマ 藍 罧 的 レ・薗 ロ脳 マ亡躯,ハヤ瀦 冬キ潅 胸 が濃 縮 で
曝フ景終 働 ・廉 とし?排業 さ躰 洗(Crll了1)


































































D.蛋 佃 煽 蘇 産 物(尿 薬,尿 酸,7し 了4=ン な とう
め懲 逆 。
2),)k,電 解 窃 、'謝 の調 痴 。
う)、奮 物,薬 物(ハ 険 亥.
4),血rZCA調 嵜 。
ケ).未 血 球 潅 生 仇 調 距
奪 ど が'臥rブ ら 脈 〉バ 、〕唄 彪 の 人 工 曙 目蔵 レさ。L言 乙 のD,∠ ノ












P 900曾 「 900冒 曾 100
Cl 18,000" 17,850" 99.2
HCO3 4,900冒, 4,900冒 冒 100
尿秦 870mmo1/day 460mmo1/day53
7し了千 二 〉 12響 響 1冒 冒 8.3
尿酸
■
50曾 電 45曾 響 90
グ1し コーZ 800蟹 冒 800π 100
一
)K 180,000m1/day 179,000m1/day 99.4
4
2,人 エ 曙 肩歳濃 置
現 在 広 く 告 殴 し2・ ・う 人 工 屠 臓1δ,孟 霜 方弍 に よ5も
グ、Z・、 こ6ぺ装 畏 略 大 き く ノ〉》・し†-Z血3夜を 浄 イどす}歪Ur器 と
盃禰 難 沁 イ茎給 叢 匿 とカxY'a'5・(Fl82)
銚 幡 ・S,コ イ1し秘 獄 鍵,£k田 鶴(F音3-a,
s-b,ち 一c)の 三種 類 レ・今 類?・ き 〉。 透 柵 動 嬉
がc"凹k姻 ⑧(Be-b-8ネ ェ噛1主 セ1し・ 一緬
一ZL'ZX>」b"'
,景 近 了 セ 千1しelしV一 ズ瞳,]IPi)了ク リ・ ニ
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レδ,権 桐 代諭峯終 末 潅 物 で あ う尿 蒙,尿 酸 、 ク レ 了 千 こ レ
《 よ うな 低 今 与 齢 各易 レ・透 過 主琶}が,蛋 白 管 の よ う ケ
高 房 う一や ど'一比7に 鴬 しマ しさ不 壷 遇?'㌃ レア魅 レ8"tsら㌃ ㌧、。
現融 眺 担 ・・う賊 い・眺久械 曲 よ 拐 騨 万}人
L〃＼稿 ・分 与 を 書っ 渥 ぐ蓋 置 芝 琶なv・。 硬 面積 レ}lWtZ経
彦(白 叙 腎 片方 薦 戸過 面積 に相 当)《 も〃、バ わ く、景 近,
守 間分 与量 あ …眺 物 管 を除 〈wOgtFら2～3・vvN2も グ・
葭 面種 き肩 す 》 透耕 暮 も 種 わ れ2・ ・》か∴/余 り短 蒔 間 に
壼祈 客行一を う と棒 痛 不 皐衡≒症)どが 現 しめ脈 う彦 険 が'あう、
透暦「方弍 人 工幣 礪 ぞ は,血 液側 と透杵 疲側 と《ヲ覆度 髪
離 勤 と し?イ朝 ぜ 謀 魯 権 物914"zaa}7・b4,透祈
液A則め濃 彦 左常 に か な1}低 く保 っ暖 孕 が あ り,征 っ?9y
量th透析 表 きイ髪給 しな レ†胚 レ3ならな い。 一 回en.冶療 争 の
透祈 蒋 斥黎 量Lδ,ぢ 鴨1乏Pα99方 ぎ の場 心,3・02
し二b段 べT・Oへ,告通,毒 析 液 ひ数to借 し=穰縮 乙ft透#v
操 継 定 比例 趙 フ・岬 ・・マ ・㍑ ・璽繍 ミしな が・ら寝 斡 お
海 腿 と う。 と こ ろが㌦ 透 杵 寝 中 《魯 双 分 の 鶴 が 時 闇
白遮 樋 ηお と 人伽 ・危 険 マ・漏 真〃・.精 駈 、手 ・・島 価
なhkE比イ列牢o>フPが卑莱'さ脈 ム。 ≧OKKeレ=b,あらか む・あ
タプ量 〃、歪裕 覆(iOOQ・程1装)左 歪柞 糖 丙 に貯 セマ 松 き1
こ脈 を衛 環 すbba十 じ伝 方淘 もあ ムかご,こ の 方 ポ ぞ は ,
時 閑 ゲ軽 つレ・つ帆 槽 内 の翻 稚 曝 欝 噛 《 濃 序 が高 く
勃 た あ,権 釦 フし城 第 レ・測 比?果 う。 ≧《 団,孟
7
耕 飛 量 忘 知 ケ プrく 竃}≧ と 略?亀'き な …
臨 扉L採 用 ざ 担 ・・ う 血)夜 糸 駈 δ,IE」`0へ}・DO・w,.(?/届帆
薙 …岡 ・・掃 が',≧ 妙 に 血 癒 為号 齢 き く した り 血 痘
イ則 び・物 管 物 動 遠 度 ぎ 夫 きぐ?「う7三あ レ=舌乙弘 き 与i≧7-_り奇
う ～Z↓丁、 血球}成㌧分 乞樋 傷 しT=り,佃 痘)疑 固ONaj因 にb
な う た め,避 し†な レ庫 曜 な ら な ・・。 る熱 ド 茸 し,透 梅 旋
イ則1一さ,'z"…)ド私ll怖7管籾 動 兎 穫 左 大E〈-ji'うた あ のi}
が'9・epで・あ 》。 臨 友 虹蘇 用 ご躰2い お盃者「液 流 量1さ,
ユω ～ ゆ ・・ 祓/{畷 調 レ・あ 》嘱 心 繭 ぐ,矯 編
物 髄 漸 逮 度 雄 浪'dlll・T・evtxレ・しま透 ㍍ 滋 痛 量 と増t
レぎよい 帆c;;vLs1-2pqggh4Nent93・4ta>レ・L'2;一,物ノ潔 し透
看「、寂 前一孕 量 状9ジく な)。 従 っ2、99く の 場 令,メ ッ ゾ ユ
左,＼・拭 お り,廠 重VR与 之 》.と・・っ た 歪 祐「5夜イ則 レこ舌乙弘9与
之 〉 工 条 が な さ弘2い う。}T:,透 祈 中 してイ本両o、含馴*
分 醗 く 砺 透 桐 鯛 レ・1・・-3…WtrVVLH6程 度
の 陰 圧 き か1†う ～と 状 塑 い。
盃 祥「液 停,イ 才)バ ラエ又 や 》屡歪 圧 バ'う 〉又 とー裸 っ た
あ にイ不痛 峯旦成㍉こ五 い}う に イ乍 ら9K2い 》が',理 雇.イ雫用1
Pt2・う 市 販n透 析 液 はT久 厩2ド 禾 す よ う レr,¥
A弊且叛'ガ き も}ち マ・あ 》。 患清6へ個 捧 髪 も 浜ll,養 祥「疫













KOI、FF 138 3.5 112 5 1.5 36 一 500 315
EDTA
standard130 2.0 99 2.6 1.5 一 35 200 283
医 歯 大 、 126 2.0 99 1.5 0.5 一 31.5 300 278
Aκ〉リ9M2 130 2.0 100.5 2.5 1.0 一 35 一 269
キ 》デ リー 1号 134 2.6 104 2.5 1.5 } 36.5 555 310
キ 》ダリー 皿号 132 2 105 2.5 1.5 一 33 200
「
285






3、 透耕 濫 の牲 肴1…言駅面
臨 緬 刎 δ透 祈 番 め柱 能訴 価 宏 と し2,茨 氏'Z'れ
躰 》}う 奮v>la、 ン(1;(入(・c2(PI)が 岡 ・・ ら 屯 う ・
PIB一儀 篭 一一悪 蔑(、)
こ こ ぞ',
Qこ 兼 量(威/紬)
Cこ 雑 盃 揃「物 領 の濃 彦(r・・N3/～・・2)
添rきτBこ 血5寝イfi'i,Pこ三薩フFr1「痘イ望電I
Mこ 孟4fr鴇〉・ロ,oqヤ1透#「 巻 出 口
し か レ ㌻が り,1夏 　菌 ラ販 ざ粒 ・・る圃翻 鰐 も岬 ク・虻や 守
法 レ5様1々-z・・」〈リ,真 の 玄 机 鴨(入4主能 訴 価 き什 な お'うと ず
9
i},と,q)式'き一 餓 牲 ・、あ うeCv・書 き カ・乏 訓 史卑 が あ 〉。
い さ 透 ネ幡 暇 暗 鵬 暇 疑 観 ら ピ 鞠 ・4・ 。
へ
iqs・ フF試 料 が 郁 託 レ・・癌 躰 う瑠 令,瞳 と小 し?脂 立蒔
闇 当9・ ・副 跡 騨 ワ管 移 動 景 ・δ,
N二(つB(CBi、 、-CB。wt)=⊆)。(ぐD。ut--Cら1.、〉(2)




Aこ 瞳 面 積(CeqZ)




























が}戎'立し,コ イ1し型 孟 杵 雷 の 評 う ・・潅 の 斎 帆 方 が+タ 琉




が 戌 立 て う。
と こ らノバ',布 買乏あ 透木蕉盛 肉Z・・L5,㌍}フoレこ}》lk重Vや
榎 《廠 動,寸 ズ ー ト 漏 窪 ユ・・挿 〉・レ・よ・り液 種 乙・㍑ お・
ソ,一 航 血 痛 中7・し詠 血環 《 運重リレ;8・}〉夜 ド乱 堅 が 生
乙ご7三リ,/＼マ ト7・ ♪一/トィ直〃、増 ウロレ=で¥宅F・》・≦並1.)fi…o、Eし掛 レ丁
粘 齢 急激 魂 よ し 砲 凝 砺 曜 奉渤 鰍 酬 轍 φ
予測 バ 困難z・,い 言 ざ7・c6)へc9)式 ヰo、縮 捨 物 轡7
勧 偉 数 斗 守 〃、椎 章 式'が得 ら・軟2・ ・ケ 〃・っt=。 亦所 洗7し さ、
≧ 《 魚 レ・つ い マ 第2茸?稀 赫 う。
?、
4.人 工腎 砥 の お い た ち
孟 祈 療 ヲ乏 に初 め?戌 ・jt7LT:のは,κ ・唯(k3.1943)
'Zlr・あ う
。 假 は セ ロ フ 了 ン 千 ユ ー ブ まF'ラ4ト 巻 き フ げ,
この ド ラ ム を 孟 酒「識 内 で 回 転 さ 琶 う 人 τ腎 藏 き考 案 乙 、
現 荘 の コ イ'し型 奮 耕 器 の 環 型 き作 っ た 諮 人廉,今 軌 ・至
う 凄Z・、 孟 紅「用 の 瞳 ぽ 一arベマ 乞1し ロ ー 又 月嘆が 用 い ら 唱,
1965年 ヒ財ZI・ δ'Vi・kt…6②(L)・V・t・M(lanb・ae"k尤)
ゲ,琳 購 ・5唖 琳 一 押(B-・ … 』%初 網 い
り 躰 一Zい2)。景 £ 、ノ誉成'高分 手藤 の 歪 揃「膜 が 翫%ぐ 試 作
さ躰 一Zい うゲ,孟 報 ガ率 と機 械'的強 蔑 段 杁x面密 の輪 合点,
か ら み2,モ 勲 の セ ・しロ ー7瞳 レ・レ;お δ ば な い 。(K2)
人 工腎 藏 が畏 期 幻 鉢 の 千段 と し 刀 却売 と あ 命 よ う し。
な つT=の ・δ.κldC」,(k4)の 研 究 ・適 う所 が 大?l」A
あ 綬 ら・s,コ イ'し型 盃杵 器 ド比 ペ マ 血 斎 抵 塩 も ・1、trく,
体 外循 曝 容 量 む・レ潅 い 平 什 平 朽 型 透 祐 器 を倖 旧 す ム こど
レ・or(1・4鞍 碑 衡 症 イ麟 ぐ 邑融8・ 蜥 画 ～/-v・S・… ρ)
左な く し得 在 。 た だ し,妄 期 透杵 療 法 を可 能 ド し た も の
∠ し?lregl・.蟹 へ一VsK一 七 や 血 病 京 凝 固剤 へ ・xo
リ ン(パ閑 発遼 犬∫・十wz店!5ら・・『 い が閣,≧ こz・'Lδ人 工辱臼蔵 と
…援 置 エ ミ孕〉的 なセ 場 力・ら〃㌧吾 検 言守す う。
tらK瓢 、 了 セ+1し セ1しロ ー7や キ ュ プ ロ 了>i±="
ウAし 一 ヨ ンの 毛 細 管ぜ 《 瞳 を 束 給 荘,い 巾 ゆ うH。llo.v
¥・b群¥:ldi・v・e6なう/ト型1軽 量 《 透 祈 器 が 登 場 し ・注 冒
12
を集 あ?　 き。 こめ よ うな μ 緊 験 婦 権 ・δ,耗 人 工 の
機 械Z住 斎 き雑 将 す る も の と しτ 厘 尊 ま 仁 画 期 的 な7'
き ご と で あ み と壱 之 〉 が,同 蒔 に 透祈 療 法 に 霞1塵 可 う99
〈め 医 学白レ、 社 会 的 諸 閤 題 を 泌 き お こ した 、
従 来 〃へ透和「労 キ 人 工 屠 臓 ・レδ,自 烈 腎 機 能 の こ"ζ一部 を
イf肩一し?い 〉レこ満「きい『eCN,拡散6へ原 玉里レこ基 フ・'レ、2・Nう7三6坊,
歪 祥「液 力ぐ9夕量 に 瞳 象?・・あtJ,褐 粧 堵 不 全 界 看 の勇 痛 や匪
き 気 神 薙 瞳 薯 の操 因 と も 考 乏 ら恒 ・・う 中 間 ・帰 量 毒
llts物鷲「(B2,B3,B4『)を 険 さ しこくい 突 点 かごあ
リ、 歪 祈 方1℃に よ3陀 とり 人 聰τ辱F臓・の小壁Z肥 レニ陪 曜 黒ノ塚覧あ
≧、。 従 っ?、 憲 汚 バス エ 雇冒臓 ・装 置 や治 療 レこ拘 乗 士"}こ
と を く社 会 復 帰 バ 範 う よ う レこな 罰 》 ・レ・レδ,ど う し?
も他 《凍 理 に 墓 づ・ぐ 人 五腎 職 戯 ・辱 と な 錫
壼 耕 以 外 撚 操 理 に 篁 ブ ぐ 凶 τ督 嚥 ・ド闘防 う研 発 と し?
・s,HenderS・n(申,H2)eaWt外3薩 方 弍 が 紺 い
ら弥 う・(騨F、s・F)彼 らo、オ 戎 峙,@弦9い っ 茨 ん限
外 矛S茜}?と ・こ}-t)`血疲 中 の 血球',蛋 ぱ 畜 の よ 潅
高 ノ潟 齢 ぐイ橘 繋 纏 乍歴 含 劃 氏ノ添 チ,輔 射 量 物
管 左吟 芸 乙,イヤ・hリレこi新、螢手午 人 τ体液 と寝 給 しよ う と盲
うも 〃・Z協 み.し か しケ が ら,こ グ・矛弍'レ・S>ど 一 回 の
治 疲Z燐 継 レ手t4ど 凍 か 篇 ≧ と ド 倒,現Tzaxと
こ ろ るめ 卑 田仏 こレ」臨 扉 上闘 額 バ ㍗ ・・。 一 朗 ・薩 方 ギ
と.LZレさ、Yo,iz、(S;9(了2)ら が㌧ 箔'¥主炭 〃 ラ ∠、申 に
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Fig.5Schematicdiagramofthehemodiafiltration.〔H2)
血 殺 左亙痔 斎 一ず 、 い の ゆ3血 蒲 直帯 藩 驚(4硬 。セheMAD.
P2"Nqsぐ・～・、 の望醗 を行 な っ 夷 が,加 癒 縫 固、 塔 血,1
ら・こ糠 獅 ・沈 看 船 龍 め 闘 顯 鰍 指 摘 郭 た認
こ2"cKawts(乙 『) ,And℃・・de(Aの らレさ.活 牲eegマ
イ7ロ カ プ セ1し肥 し一2小 さ ζyカ ラム に 畜 唾 乙 ,直 痔1血]寝
へ 　
玄派 蓋 ことに よ り代'謝薄冬沫渥物 逸除 去す》 こと を試'救2
い 〉・Lか 乙・ き泌畷 着 方弍'レ5.主 孕代、訴F終ぎ潅 物 ぞあ
}尿 秦に網「す》活 牲 炭 の⑳ 看能 かが低 いたあ にノト「㎎化 す
渉レこぱ 無 理が あ り,体 内 の)k分調 箭〉もノ行 き 之る一い.
こ欲 点 暁 町 》 耕 レ・乙KaMa(c2)う レよ殊
躯 甜 嚇UYen～2・ こお 吟 解 し,賊 乙た ア 晃
こ 了 謄 瀦 紡 灘 磯 し ヱ崎 グ 了 ・モ こ7崎
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ノ住 バ 嘘 い 匹 あ,人 体 匹 危 険 の な い濃 穫(10"FH)レ ・きマい
灘 ⇔ こ とレS困難 ぞ 揚 ・ ～ 轡k～(c2の ・3・廉
秦 の ロ々)k今解 レ・お?tEEじ た 了}モ こ7左 イ 才i)一}喚樹 鴨
脂 左 岡 い?険 去 乙 ふ う ヒ試L薄 た が 。人 棒 レこ危 険 の ㌃ い 了
)iこ マ濃 度 しべ'1しま,で下 しア協 こ とレさ2"き㌃ か っ 一1一こ。
(Fi86)
{AAtL〈,藩 着 もEHA,DA～tliil・J>,嗜看剤 あ ういは
7ロ レ う菌,酵 秦 了7ノ ＼。1し9-t"'2Fll・、27)ei?9
険 ゑ オ う研 菟 迭行 を っ 夜 が,イ 才 》 バ'う上 ス やPHバ ラ
只 が く ず平 剤 、 ・賭 知D略 解 し7し さ う ㌃ と・4賄
次'払 り,現.在 杁所 ㌧ 麺 当 ケ 了 ニモ こ 了 噸 看 剤 しさ見 つ が っ
?い78い 、G〔わ℃do.vN(e「2)略,≧o～ 了 〉 モニニ 了 唯 看













剤 と し2,り 》 酸 ヅ1し コ こ ウ ム を 綾 開 て 》 ≧ と し・8・),
歪 杵 蓑 之・麻 の 惰 ・gitレ・誠'らL'〈92>・ト鰍z聯 駆
園 癸 峠 が 一D酸 ヅ ノしコ こウ ム も 一種 編 わ 委褄 櫛
噛 で ∂疹 喪あ 、盃 析 液 キ の イX》 バ'う 〉 又 がs-2ilし郁 、
と ・・う 実 点 が}あ り 、長 期 透 礪 法 ド 而丁乏得 ムか と・うか 疑
問 ぞ'あ う。
一 方 'eka・・6(c3)・Sr・ ・fk・(s'2)'>Ll;,
弟牲 瑛マ イ知 カブ・セ腿 剛 曄 ヒ し?臥 ㌧ 直 翻 暢
か らイヤ謝 終 床荏 物 乞晦 ゑ 乙δ う ど試 導 五が,こo＼ 方法 も
%量 の垢牲 炭 を辱 し 腎臓 副 ヤ用 と し?レさ綾 之奮 ・・、
(一 回 透 祈 で臆 乙な 酬 暫 弥 ・・鱗 量 轍 鞠,
沖 梯 峨 餌?帳 看 船 と輪 と'お 凝1・ ヒ割
1必辱、)
この よう に,/トー曜 人 工濠腎職 払闘 終 が前途yy葵桂7・あ 疹環
因レさ註 外 条件(37D己,iF・・Hス4)し ・}h,'・、?,不
転 駒 管 餌P略 乙得 獲}艦 き靴,弊 ・・Nし 漁
害 とい 葎 き暢 マ厳 レ ・条件 繍 ベ マ 継 乙得 澱 看
剤 が砦 易 レ・旦 フか らな ・点 レこあ き。
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5,本 論 女 の 冒的 と桐 客
iEn・N盃9v)7fi'人Z腎臓LJ,膜9ノ ト⇔ 広 散 《 環理 に
墓 ブ'<た 、ダ、,膜 σ・査)監・性 育Eが透 ヰh濠ヵ卑9左 石 す ム。Eこ
㍗ 本厭・涜?1さ,一 まポ 第1葦.?透 祈 瞳"牲 能 と検 言丁し τこ。
特 に 品 迩,櫓 性曙 不 全 愚活 の 函 痴 予 虹 き気 、ネヤ餐 障 害の
燥 因 と δ っ2・ ・う と乞 わ ・防 中間 ・分 与量 毒牲 物 管 あ 透旦
牲 能 レこ主眼 客}す・・た、
za2X?'レδ、現 ■zjOEkxn2・b3E#t器揃 ・ば 確 マ
で あILまT=血 嚢 側A物 騨 画 係 数 が 予測 しレ・〈 ・・7.di、
血 義 き琉 し衣 場ア合0　透 祈 器 の牲 能 蓑物 蟹 多重かイ条数一a面ク・
ら)険討 ぞ き》推 章 弍 を動 し 淀。
4障 、第2章 ボ理 行 礒 不け 或状 工腎 臓 ・酌 管移 動
(7N,セ場 か ら研 薩 乙r=eA2・zlxsosレ・Pt「し,第3S・S,人
工腎 瞭 腿 のZ懐 レ・関 茄 甜 究 で あ ム・従 キ 《餅 け ギ
人 工腎 科激21さ,99量 あ歪 襟 夜択 必 奪マ・歩 り,孟)断「原癌 を
・希綜 す らた ∂人め 萬 価 を 定にイ列 ㌍ 上フoも1父辱 な ≧ とから ,
こ め秀漸「嚢 所 皐」駈 と今 な く す お企 柞 寝処 理 ㌧ ズテ ム 左研
究 し在 。活 牲 泌 よ 尿 秦 し・首 鵡 吸 着 能 棚 低 い 醐,
を(ハ寺き 用 ・・たo～z"1さク瞳 あ箔 柱 炭 が'戊・辱?'ム ム。 芝3
で・,2本 の活牲 緩 カ ラムZi羽 い,口屡月党着 を二∠ り か之 乙るこ
が ら蓮勧 切 こ孟耕 履 と雨 庄 寄 》 方式 き芳 集 乙た。
第4章z・Lδ 、A-2・V・de・90八 らの 考 薬 レこ,;うP艮外矛 過 方
式 人 工聯 数が将 来 の・ト健 人 工腎 臓 ≧へ開 発↓・つな が う も の
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との考 之、・tち,血 嚢 の隈 外矛 丑 特牲,特 に隈 外 矛温 義
　
束 に 殴ぱ す禾 血棄 の塾 響 にっい2明 らウ・に 乙,血 液 の眼



















第1葦 人 工腎 藏 用:Ez#r膜の柾 能
1-1、 緒 言
現 オ乏,幣 不!堅患看 に対一し マ広 く 用 い らオし?い 三…・ノ、L腎
職 用の 血 痘 盃 祈 器 レδ、⑫ 夜側 と企耕 癒 則の潔 度 髪 を利 用
乙'膜 を朴 可 う分 子 の拡 散,す な ・htフ歪 布 ・δ.マ 血 ㌣
の尿 秦 遂の他 の代 諭幣 キ潅物 き険 転亥 うも)のz・・あb、 透
析 器 の9イ7.は 大 きく・分 ㌧†7昇 不ラ型,毛 細 壱型,コ イ ル
型 の3種 類 に分 類?"き う。 い ず1・トの場 合 レ。も瞳9htN・乙マ
en物唾朔 動 哩 象 を「利 用 乙た も6〈で1あう7三あ ,歪 祈一s塾b
物 噴 の今う 景 が ≠ きぐ な うド っ脈,そ の移 動 崖穫 ぱ低 下
寸 う。 歪析 監 盾 の頭 漏 やvzき気,神 軽 暉 害 な と・の原 因 レさ.
血潅 中 め ㌣間 分 チ景 の 毒柱 物 管 が 除 芸 ざ淑 ・こひ 《 め と
一般 レ・芳 之 り担 お ・).こ ・・よ う7S-ty間分 与量 物 管 、・対・
ず う歪 過粧 能 の 寄ぐ 躰 た瞳 が 孕望 さ 躰zいb、 透 耕 器 の
設 計 に当 っ2は,膜 の両側 の痛 境 膜 物 質移 動 抵 抗 レδ、理
論 や デ㌧9か ら椎 定 で迭 〉が,壷 杵 膜 ・低 抗0・値 レδ奨騨 に
よ リ粟 あ な レ沖 レざな らな い。
本 研 究 で1さ,中 間・分・子量 物 管 ド猫一す う歪 過粧 能 の よ い
透 析 膜 をギ妻す1ヨ白ウぞ、 従 辛 広 く 岡 い らLi・L2いbキて・フ・ロ
フマ 〉噸 と中 間 分 う量 物 管 レ。対 恥 冒算透墨 柱 が 比 軸 姑




撹 拝 槽 内 福 痛 相 物 質 移 動 レ潤 お 研 究 と しZは,
M6NrCN・A∂oズ、～(図1)ら ボ'邪 魔 板 呑 乙7喫 験 き行 な つ
?}S一り,粟 の相 関 戎 が 成 立 ず う と睾 唱 し2・・う・
Sk….635Sc/'3ReO'70(1-D
lOOぐ 侵 く100メ つ00
Sk..la父/D.s。=レ/P,Re=nd2≧ん
膜 き 介・す う撹 ギキ槽 聖 盃 耕 残 量(ハ物 管 移 重ヵに関 しzしさ,
κ久噌 駄 齢 ・〈(K5)ら の セ ・ フ7ン 耳萸をイ鮎 砂3






なi}相閥 弍 バ得 ら軟2・ ・う。
な 幣 臓 髄 柵 動 麺 独 潤 ⇔ 研 究 と し?・乱
(二。t-t'。・,、(C4),S・V・;tW(S≧)ら,野原 いZ),肉 山(Vl)、
訟 苓(M2)の 撹 伴 槽 し・お レ拶 尿 秦 凸 盃 祈 雫 蔽 力協 る。
履 らの 研 物 δ主 ど しマ 低'"V5・xft条レ・薄 輪 藤 の 蓋 轟 性
に 関 す う研 究 で あ うバ,最 江[、中間 分 ラ量一毒柱 物 管 が 幣
7F全患 看 レ=ケなか らず の畏ゲ響k浸1ざ'乙?》 ・る と の 報 唱 も
あ り,本 研 発?・1δ,こ の 中 闘 今・争 母,・拘 質 の 膜 透 趣 生に 士
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眼 き 置 い た。 特 にBひbb(B2)ら レ5、曳際 の 血履 透布
ド 需 い?,㌣ 間 ・》与量 物 管 の 除 ゑ 率 し5,歪寿「時 間 と〒葭面
楓 ・比 例 恥 と い うsも"鯉 一ry・・etey--K・岬 晩 。th2g'tS
な うイ受説 を提 実 し?い 渉が',こ ・ドは 言 い 換一之・撫 ぎ壌〉}量
が 飛<ieF>・ こ征.・,膜 抵 抗 麺 乙レミ㌻9,痛 相 物 管移 動
抵 杭 を減 ら しzvmp闘 ・分3量 物 唾い 壼 析 委癖 ・は よ く乍 ら
　
な い と い う意 味 レこイセ ㌻ ら ～よ い 、
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1-3膜 抵 抗 ラ則定 の 理 論
査 耕2・ は,膜 を隔 一z?一 方 の 塔 履 中 か ら他 方o、塔 痛 キ
へ,両 着n濃 穫 差 と推 蓮 が と しマ 塔 管 と拡Eip・・よq移 動
さ せ>t・an,『Fr8・1-lL・ii可 δこう な 瞳 砥 権?n ,k
ム茎 の 丙側 に疫 境 膜 抵 縮R～ エ、¥～正 バ 存 在 寄 う。 こ こZ・1
聡 佑 物 冑移 動 係 数 と κTと す5と,系 怠祐 抵 抗PTは 、
F～T=Ll/kT=9～ 工+F～ ト4† 平≧1二(1-3)
と表 わ さ 革 み。Rn蔭 腫 と溶 管 バ 辛 ま 外1ざ 不 委 で あ う択,
R:、Rエ し」溶 潅 の 乱 弘 方 や,益 祈 器 の形4で に よ っ?委
1>。
杢 看「膜 の牲 能 起調 べ 島場!合 しこ仁蓬 の関 イ条 と壷 岡 す さ。
回 分 氏'の歪 補 喫 鹸 左行 な う もo＼と 乙,膜 グ＼一 方 の 寝o・、体
































9bと し.Vz,T、 レS}1(し な ・・ とPt>と,物 管 収 更
づ＼ら,
-Tほ 暑・-v・E会 警 一K・A(cビCm〕(レ4)
Tエ(Cエ 。-Cエ)=「7il(C正 一Cr。)(1-5)
た だ'乙 、 も=0?・ ・Cエ ニCエo,C1エ=Cコ[o
(1-4'),(1-5う 弍 よ り





灸警=-K+A寺1+の ・(ご 一c)(1-・ ・)
(… ・)式 左積 分 す る と,
R."(駈 ・ 一ぐ=KTA(LLt.E!.一 し(t_tt)
C兀 一c 覧
(ZE。=oな7ら レさ'1,
R,・c≒ 一 」s⊥ 結 の も(卜12)
(…2)粕 δ1石 辺 中K.A(i+久 ▽ 恥 グ鍵rZあ"
1ざ',左辺 を6に ・赫 し?フ 。口".ト す脈 レぎ1璋魚 を盈 う 直綿 がぐ
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得 られ}こ と を示 し2い る。 こ ・・こ と か ら,蓑 濃 彦 の 経
時 董 化 き測 定 し.硬!の 値 を時 闘 し・調「し27….ト 静
1ざ'、直線 の 勾配 か ら鵜 ・怖 抵 抗F～ 丁;1/κ丁 が 菜 さ う。
さ で,(1-3)式 しこ嘗 い でF～エ,?Eは ♪複 の 身為重か)i'1'穂、
が 養 ん乙す うの しミ鳶 じ?委 ん乙乙 、〉夜 乙《乱 中しバ 潔「し ζ な2)に
つ 軋 表 境 膜 抵 撫 δ・ト さ ぐ な り,極 隈 を芳 之 外 しざ,こ の
P・ 、RTの 値LさR'yL・比 ベ マ+6>・ト さ 〈tdiりF～T≒RH
とな あ 実 際 の 卑 験 ド お い マ 液 境 瞳 抵 抗 をoとa>こ
と し」不 可 能 ㌻ の7・,い ク＼L:乙?PHを ギ あ 勃 ・が'問題 と
鶴 ・ 撹 帯 勧 で の 物 鶴 動 レ・Ffi-biうMawtMs・zミ～ 、
KCNv8・w・CN・…VL,9(照+駅 ら の研 究 匙 考 雇.す う と、ヲ夜オ冒
物 髄 夕'動イ条誉虻kv3パ 撹 拝 翼(ハ回 転 蓼〔Nの0、7廉 にヒと
例 す う とみ な せ 詣 こ幽 関 係 を(1-3う 鵡 こ代 入 ず う
と,
/KT-1ん+1/(r'・ ・NNOフ)(亀 一13)
こ こ?・㌧P.n-1/(E?M闘 難 過 係 数 願19tと イ確 数
一z・あ 〉。 当 き?1,回 転 数 を種 々養 之?κ 丁 を 菜 あ.縦 軸
レ=/KT-RTを ,横 軸=N'"o・7を とっ?Wil伽 一
P、・む(wD蛎 き と,直 親 が 得 騨,縦 軸 碗 帖 よ
V/棒 二PHが 得 ら袴 こ と に ケ う。
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1-4,喫 験 装 「置 侵 び 喫 瞼 方 訟
黙 装 竃 図9FiS,1-2し ・満 ・ 糠1側(試 糠
側 庵 器,奉 寝 正側 砦 器 レ9とbvcpa径so・,・,wtCt',gFG
6・_...9・,]Ef6・tvv、.yv.の了 プ 凪 樹 脂 製 円 齢 ・ら を りJ
両 着 の 間 に 翻r膜 を7テ 〉 し ス ネ ・ソ ト(20メ ッ ッ ユ ・
太so■t..,,vv、)臓 弐押 り塩 化 ごしニ ー1し ノNO…キ ンz・ぱ さ
ん?・・kT5し 長 。 撫 キ翼 ぱ 翼 径45・ ・v・M・、 翼 幅6-,
6奉r羽 根 フ マ ン9一 ご ン型7い,左 石 同影 の も ・、斜 姻 し
《 。 回転 数 し5常レて左 右 同 ど で あ リ,無 段 委 遠 機 浸 び ズ ラ




















































































曝 ヒ し?ぽ,Tムble、 一 、 しこ示 す よ う な 布屓受の4種
類 の 血 嚢 勧r器(コK)し 型 盃 祐 霧pc-7(7ム コ),
UFl[(T凧>e・ ・へot),ス ー ハ。一 コ イ1し(循 石汗);積 層
型 翻 儒RP-5(FI?K6rvN2P。ulqM。))に イ鯛 坤?い
う キ ュ プ ・ フ マ ンPT-15・ 膜(Be(虚r6ネ 耀)汲
Z疋ダ ィ「乞 ノし(株)試 製 ・ハ葭 ノ攣6ハ里 な一S3種 類6へ乾 燥 委 卑主
オρリ了7リ ロ ニ ト リ1し只莫(PU¥40-Pkl、Dκ2,Pk4
;含 ・k率 虜 種 類 と も25・/。) 、演 園 執 生ボ 　了7リ ・
こ一ト リiL科草(DU了 一k2;含*… 率 ぱ70・Z づ)を イ喚伺 し
た ・ このYiT/TiiPi)Tブリ ・ こ ト リ 岨 篁 ゆ.lpリ 了7リ ・
こ ト リ ル ・ビ ニ ー ル とρロ リ ド ン コ 恭 りマ ー(了 ク リ ロ こ
ト リ ル 含 量800/・)よ り流 延)羨 に さ 一)?イ乍 ら9へ長 里 方ノト生
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梅 Σ膜2癌 る。 雫 瞼 装 畏 の 右励 肩莫面積 レ9ig6、 犀7・ あ
プ 蔭。
試 料 と しz・s,一 方 の 望 工 ぐ容種 、25・vs・A,R)に試 料 塔
滴(loo・Wt∂/叔 尿 秦・k塔疫 、市 貝費の 人 工 堵 臓 用透 析 藁
ヤ フ・1》一 陽 ・・縣 き踏 か しT={・・r・v・S/・LR}Z"'}>i]i㌧2・
喝/dY7L了+二 》 ・k溶浸.(…vL∂ 顔 鈎 糖*瘡 蔑
1・喝/al2イ ヌ リ ン・晦 侵)齢 躰'イ 妨 握 豆 俗
積 は 望 だb?・ レ訓25・,.,n,gkts槽kPt画薦 蛤 ・跳?2・0
,WNR)にしさ耗)kを λ 献,ロ ー ・ラー 恭 エフ。で循 環 …乙,一 定
時 間 ご と・・棒 積 委 イび 無視?"ib程 度(全 量 のloz・ヤ 勧
に 寸.〉フ・リ〉 ブ'した 。 無 瞼 賂 ずべ?37tI。Cの 桓 温 望
内「ぞ 行 な い1定.量 は すべ'?以 下 しζ禾 す 比 邑彦 に さ っ た 。
尿 秦 の 定 景;ウ し了 一 ゼ ・イ)ド ブLノ ー1し 受六ド1こ・ISL
診比 色 老 ごS4)
ク レ 了 千 二)壇 」藤 」礁 ぐ の 賄 ・・さ う 比 色 法
(s4)
頻 糖/マ リ 〉 碇 量;フ エ1-jレ 硫 酸 賂 し・-S
うヒt二色 宏(下{)
な・お,フ κに 対 す 》限 外 矛 遮 抵 翫 の測 定 感,布 販 め 円 筒
状 矛 過 器Ultm千iltrひti。nc2(((MILLIP・REC・Ltd.)
を 岡 ・田 行 な い,限 外3テ盈 量 感.驚 プ し・ztyロ圧 し,一一tc
爵 闇 肉 に 炉過 ぎ》札 た一?1〈量 を測 定 し た 。
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1-5,!契 、験 兼看果 底～び 考i蒙・
1-5-1,藩 括 物 管 移 動 抵 抗
キ ユ フ。口 つ マ ンPT-150膜,委 ノ悸 恭 り了71)口 ニ ト
リ岨 真 を歪 遇 し?恥 尿 柔 、 つ し 了+こ 乞 ツ ・ 糖,イ
ヌ リン藻 畷 麟 化 を測 定 し購 果 の 一 イラ・」9F・sF3
レ詠 ち 理 論x＼(旧2)に 徒 つ マ 、9・VL{c/(・一ご正)1
対 も め 亙 線 《噸 きが ら,総 枯 物 噴 移 動 係 数kTが 菜1ム
El}・。 こ躰 らの 雫、瞼 結 果 か ら得 られ た 補、枯 物 管 初 動 イMFa
蓮 数 で あ ム縞 拍 物 噺 緬 嚇 抗RTを 回 転 数Nレ ・対 し?
揃 賛 フ.・硫 乙 ト 例 を 殉 ・1-4レ ・祠 ・ 溶 甑
・分 チ 量 が 大 き く な)に っ 脈 ,!全抵 抗1こ詞「斎 る膜 抵 抗 の、割
合 が きじb赫?す ・き ぐ な みT・δへ,回 転 数 σ・影響 が 塔 と ん ど・
な く な二り,順 抵 干汽麦配(〈麺 域'レこ感 いi多ミ と が わ わ・2},)"き
た,低 分 与量 物 質 し=灯す み幕 枯 抵 瓶 も 回 舜鼓数 バ † き く な
うレ・つ 軋 茨 第1、一 定 囲 亘・=£フ・い マ 行 く ご とb"'・hb・き。
し ク＼し 醐 ら,回 転 数 が 無 隈 知 こ呑 め ぞ・奨 験 左行 な う
こ と レさ不 可 能 な の?・,こ の ク・う つ カ・ら ・δ膜 禽 徒 椎 章 す
う こ とし5難か 乙 い 。 な 乱 尿 条試 料 し=フ・・7は,・k輸 隻
マ・も叢 杵 潅 レこ尿 桑 装溶 かLTc試 料 マ・も,差 レ5認あ ら躰 な
が った 。 す な巾 ち,膜 抵 杭 き椎 章 す う場 瘡,圭 祈 液 中 に
存 庇 ず う柁 物 管 分 うや イ フ「)め 存 在1こ 、タう影 響 は,拷 属 ・













































理 論 の前 ぞ窒 べltsう レミ、樹 キ櫓 匂Zワ・物 唾籾 勧 ド関
し2ぱ,潅 相 物 管籾 動 イ条数一セエ,IE?正σ(NO'7(N:回
転 数)状 成t[aXbO・八とL2,絹 拍 物 噴移 働 抵 抗2T
きN舶o奪7し=一)芋 し2Wll～0・v・-ploし し たo砦 グN一 イ列 と
し?,碕 纏 議 試料 腸 伽 鵯 餅各勲Fi創 一5・
禾 す 。
N→OQ(N、o『7→0)レ こ1:-S-v・?しさ,液 イE、lcハ中ワ彊「移 叡 フ
抵 杭 が 庶 く ケ る と 考 之 ら・PtbT=あ.RT=2Hと)沿 さ































































、-5-3肩 莫表 層 抵 抗
膜 厚 の 異 な き3種 類 の乾 燥 委 注 押 り了7v・ 二 いbiv
膜(DUY4。-V)K1,DK2.DK4)の 膜 抵 賊 膜 厚
レ甫 乙?フ … ソ ト 乙 たの が%1-6?"あ る・ 図 レ〈e)x
、、マ,膜 嚇 飾 と灘eと の 闘 … 埴 舗 イ継 成 リ
ゴ[っ?、、bb〈.e→0の 時?・ も 、RM→0に しさ奮 ら
な い ρ き た,一 「Ck.bl{21-1,1-2ゐNら も 胎 ゐ＼うよ う
に,キ ュ7。ロ フ マ 》g篁のfi湊IX」威恒 は,fl莫P■が 後一・わ っ2も
余 ・優 韓.＼ 、 蹴 らの 鵯 臨 果 か ら 、瞳 嫌 層 部 、・ど
レ修 抵 拠 蠣 内部 レ詫 ベ マ 大 き ・・こ とぶ うか位 う・ こ
φ離 融 抗 礪 因 繍 べ 謙 あ に,走 査 型 鶴 頭 微 鏡









乾 燥 委柱 恭 り了7り ・ニ ト リ}LH莫DUY40-Dκ 、)}Z、L'
キ ュ フ。ロ ブ7>耳 藁PT-t50の 耳藁断 面 の ・竃 与豆葺侵姫鏡 写 真
を1)s・1--7a.1-7bレ ・示 ず。 両 者 とb ,耳靹 部 に
比 べ?膜 老 層 部 虜 棉 レて纏 な薄 層 をW・/hX・し?・ ・〉)と
バ 認 め ら〉}t≧)。従 っ? ,こo、表 層 の 緻 密 層 バ 肩一在 「町=}た
あ レミ・ 余 分 の 物 蝋 鋤 抵 抗 が 住 じ 、risl-6a亙 線 レミ
燥 点 を垂!らな か っ た も(ハと 考 え られ う。
こグ・瞳 老 層 抵 柿 よ 製 腫 爵 レil;S-・丁翻 難 層 部aq7縮 な
とi'によ り,膜 孔 ポ 瞳 内 面 レ=比べ?小 芝 く な っ フヒ リ,っ ノダ
→へた り庵 き こ と レ=より 庄 じ 吾 と 芳 之 られ う、葱…っ マ ,瞳
丙 部 の抵 抗 レこ比 べ マ膜 老 層 の 抵 抗 も無視 ぞ き ず,特 に 乾
燥 膜 に関 し2レs,腫 老 層 の 抵 硫 ボ 耳翼・・全 砥 痴 諜 き く 影
響 す 募 と 状 勅 ㍉ た 、
1-5-4、 中 閣 ・分5量 物 賃 のi歪過・}生
肩難 適條 数P謎 拡 散 物 暫 の分 撮 レ・Nし?7・ 砺 ト
妖 のぶF61-8-zNiEPs>・ 難 細 了 ク リ ・ ニ ト
リ 胡 鄭 、 キ コフ・・77ン 膜 レ・比 べ?、 禰 ノ励 畏 物 質
に対 す う査 愚柱 ポ 凝 れZ・ ・あ こ粗 δ,電 う顕 微 鏡1写
真F;∂ ・)-7a--7b栃 も 勅 疹 よ う ・こ注 ユ
フ。・7マ 〉噂 ・・内部 レさ比鞍 的 緻 蜜 肝 鎚 を 乙?、 ・う ヲ、、こ
凱?,熱 騨 り?〉 リ・ こ ト1加 冒嗅威 膜 内部 ハ,呑所


































レ護 入 しマ 紅 キ間 ・虜 量 物 噺 よ 瞳 老層 ・こ比べ マ比鞍
的 塔 易 し・拡激?き う も・＼と考 之 ら暢 。佐 っ?,今}量
が 大 き《輪 レ呑ど腫 内部 α 勢 同曝 勿響 は 柔 ・儲 と・覚
》。
概,%ト8レ ・莉 齢 騨V了7四 斗 鴨
蜘 淋 キ ュフ・・フマ 礪 レ・比べ2、 輔 分 遇 購 ・・
肴 亥 う透 量牲 が 寺い と ・・う髪、臨 結果 玄膜 〃、孟量機 橘 から
厳 痙 に譲 論 筋 砺 レ・甑 嚇 層 部 浸罐 肉 抽}乙 離
ζ弘径,弘 径イ分石〉,》乙痙 度)直 知 ら午 け 躯レ専'なら守v、・
しか 乙な が ら,奉 廊 究 レこ褄 田 し1三よ うな層 濠 の 労向 レこ非
等 加 瀬 の孔 特細 潤 恥 研 勧 蛋 れ?い 》 効,拡 散
抵 抗 と隈 外 矛 愚 抵 抗 と0・相 量関 イ条 を検 言S商}こ と レこ,1・tl
噛 恥 《重 過 機 槁9#t¥tr>iと ・こLた.
Fs・(一一9vg.キ ュフo・フ7>瞳 浸測)倒 了7tJ・ こ
ト 甲 し艘 の ・k・河 船 限 殆 戸遍 槍 抗P、 朗 窮 θ に灯 し
マ プ ロNN/トし た もCTxz"・7弓 一 一6し ・永 可塔 實 《 瞳 肉 拡
散 抵 抗 と通 似0、傾 向 を示 とた。 この ≧ と は,限 外 」)thと
拡 散 と時 渉.7ヒ ぐ干佳硅 力 が 異 な うレニ わ か ク＼h～ラぎ,両 者
《抵 舳 悶 にレさ,玲 ・衛 相 礪 條 が薪 塒 扉 と 靖
ヰ 盗 》。 しbxも・9・)77リ ロ 斗 リ}し鱒 《 方状 キ ュフ・
・ フ了 〉瞳 劃 眼 ヲ!矛轟 抵 抗 湘 莫厚 レ・灯 鵡 権 春度 ・喜、ト
さ い。 きた,/xoり了 ク リr・:-Fリ1し瞳 玄 田 ・曜 実駿 に片
〉・マ,)kに 誕「す}瞳 の限 斗 》戸過 抵 杭 只～vと 拡 散 砥 抗RM
と・の 間 レニは 比例 関 係 バ 成 ゴ[しT=。とA比 イ列 窪蓼rRH/R、
猛 勘 働 拐 量 し萬 ほ フ・・ッ団 うと,%… ・
に 示 す よ う に,亦}一 量 が 大 き ぐ な 疹レ=フ瞭 拡 奇 抵抗 が分
5&V。nt存て 巌 合 ・繕 し2rtぐ。NilE,)Z'it種の 膜 レ・つ
い2,比 鞍 的 馴 定 《'砦易 ㌻)kレ=対τ「≧)腫φ 隈 外 〉戸量 抵 ・市
と瞳 厚 とめ 剛 集 匙禦 あ?お 中 ぎ,と 躰 らめ 閥 條 力＼ら藩 修
に嬬 す う膜oへ鑑過 住 き推 測 ず>>と レ」可 能z1あ うう"し
か うに'Fi6・1-一・(7--loの 実験 結 果 か ら考 之 ぞb'
140リ了 ク リ・ ニ ト リ1し膜 め膜 肉 苔β《 頻 司心 中間 分 彊















































、渉 闘 委柱 潮 　了7　 ロ;Bl}嚥PU、 ・-k2
礒 墨 牲 ゲ も プ ・フ 了 〉腫 や乾 次鯵 楓 ・り了7・ノ・
こLトり ら耳篁Dし)Y40-Dklレ こと亡ベ マ 時 渉か に 萬'＼グ、峙 ,
含 ・摩 が7・l/。ど鳥 い)と,寺 喪ラ星潤 礁 望1鞭 坤7
い 砂 之 瞠 表層 議 抗 競 し軒 的 ケ ケ ・・砂 と 餓 鄭
》。7T..7Ts"L、こ・xEX・wgig"t7K・り了 ・ ノ・斗 り 嚥 レ雛




1、 人 工暗 臓 用重 却r膜 が車乞燥 膜 で・あ ム場 合 ,膜 老 層 の
抵 抗 レさ,膜(ハ ・全抵 坑 レ雨起「しマ 、 か 奮9の 割.合 と 占 あ
吾。
2.〉隻γγ主A(oり?ブ リ ロ よニト リ ル月翼疹,キ ュフo口7-?ン
膜 よ りも 中 闘 ノ潜 量 物 管 ド河 す う 透 過 柱 能 が 硬 れ
?.＼ う 。
3、 拡 散 払限 与じ裾 とレさ,推 硅 カ バ きっ 々 卿 秘 レ・
む かか わ ら捌 藩 管 グ・瞠 内拡 散 砥 抗 と・k・・酋 お 瞳
仇隈 ヲじ茅過 抵 拭 とあ 悶 に レ香,相 ヨ閲 鋒 が春 左 お き





















































































第2章 血識勧 曜 の柱能
2-、.緒 言
血潅 透 祷 療 法 ド ぱ,五 年 、暑 乙い進 参 が うか が え うが.
蓋析 器 の 製 作 殴ボ操 作 に あ た っ マ しさ,羅 験 的 な勘 に頼 っ
マい う 面b〈99い 。
血 痘 査 祈 麗 レes,大き く 分 レ†?平 行 年 不斐聖,コ/llし 型,
毛条田管型 の3種 類 バ あ5が,現 庭 布 販 才れ?い う 透 耕 器
の形 状Lや 寸法,膜(ハ 種 類,孟 耕 面積 など レ」様 々7・あ り,
い ま だ 透析 器 《ノ性 能 左比 鞍 乙得 う 一般 的 な 方彦 バ 得 られ
マ い 「dr・NONsが現 菰'-Zあみ。 を〃住 な 棟 因 とし2Vδ,重#r
器 内?'1δ,iro)フ・・塔 う脈 動 や,を 鴨 こ群 な う瞳 の撮 動
∂べき,V、し二写寸/"()一ト)ILツ・こ》ユ 寒F(フX挿)＼(透ハ守r「ニシ護iイ舅i」)レこ(タニリ
滴 が乱 れ 一2いbた あ,潅 イ則(ハ物 魑 動 係 数 拭 予測 しvr〈
い 点 が あ げ られ 渉。 特 択 虹 痩イ則 の物 質 移 動 係 数 感,ヘ マ
ト7リNNノトィ直(禾 血…曄}(クNイ2ド君…oi6)レ=ニイー≧t容っ?フ隻一バヒて庁』},た
ev>,le・《推 章 レこレ5匪知 相 関 却5麺 用 で き な ・、。
よ っ?本 研 究 ぞ ゆ 血 寝 透 祈 ぞ 主 と し?除 ク・な レ掠 ・ざ
奪 らなrい尿 条 につ い?,血 履 イ則 の物 鰍i痴 偉 萄「とヘ マ ト
フllNYト値 との 相 関 瓦 を 菜 め,査 杵 器 の柱 能 を比 鞍Z・廷
診鵜 拍 物 管移 動 條 数 の 推 章 式'き導 い 為 。
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2-2,既IK士6へ 研 究
血液 透析 器 内 で の 物 管移 動 に 関 す う 理 論 的 解 杵 ・・つい
rzレ5'B久』』(B!ヲ)'Col+OM・(c5).(2(・OMe6((=6)
らV:よ デ?硫 究 芝 れ7い うボ,解 析 き 蓉 易 レ笥 う τ・あ に
膜 透 過 係 数 き 一 定 と 考 之,透 祈 取 イ則琉 量 は 十分 大 逢(、
糸 敢 が 乱 琉 状 薫 ・こあ 》 と し,釜 栴 癒 舅、1物管 移 勧 係 数 と 一
定 とみ な し?・ ・〉。()D…Neb(こ7)・5,?ら レ透 杵 寝
側 の濃 度 養 化kも 考 隠 し㌃ 御 「解 と得?い み捌 ・碑 れ
0、r%心V=も血タ健 均 一ier,i2wtr。怯 〉為捧 と考 え?解 杵 と行
郁2い う。 血 叢 撫 ド 「}しさ苅 示 血卑'の墨,響 ド っ ・・?しさ.
c。(t。Whぐc8)《 研 究 が あ う。 彼 ・5,禾血珪'・・δb二
)ア斗詠 〃瀦1主 レ・よ9 ,血 液 キ グ・肩勧 傭r係 誉鉢 暫 恥
と述 べ?・ ・う 。 しbNし ㌻ が ら,実 酬 じ 激2・ ・透 祈 器
内 で の物 餅 旛 選 考 之 う場 心 レこレさ,ボ}フ.レ ・よ 卵 緬 琉
や,を 承 ドイ等な う膜oゾ 暇 動,あ}い は 有 ボ ー ト メ ツ こ》ユ
専 に よ ム乱 れ ひ影 響 の オ バ 、禾 血 球 払 撹 乱 如 果 よ9も 末
きv・と ヲξ之 ら県 み。3T:,V寸oi十 ごW2)ら レδ,¥'f「上ギ
朽 型 、毛細 鶴 礒 禰 動 琉 路 数,琉 路 中 遍 路 高 ざ、
孟析 面積 穿 が 透 ㍍ 器 の牲 能 に 虜 菰 量躍 に つ ・ワ 拷 聚 を
行 を「っ?.・ う が,/rlp}フ。レ・よ う脈 動 や禾 血 ヰ'・・里動 し・つ
.・7・S検討 し2い な ・・。
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2-3,血 蓑 条 で唱 総 枯 物 領移 動 係 数 惟 章o、理 論
蚤 臼イ麟 終 纏 物 確 祈 器 触 膜 纏 しマ移 輌 務
合'Frs・2-iv・*aよ 槍 三 つ 嚇 手楓 血梱 幡 抗
FI?B.〒葭抵 二硫 軍～t…S,壷祇つ薗則砥 坑F～Dが 肩在 苑}.孟 析一
劾 率 と槽 す た あ レ・ぱ ,こ 弘 ら抵 坑 をぞ き ゐ限 リ・トぎく す
多R・婆が あ うが ・RBは 血痛 似fの種 作 条 件 バ隈 られ マい
うTcめ(嘘 制 的K血 寝 レこ遇 彦 の舌と・Kセ⇒ 之 た リ,血 寝流
量 を過 知 こ⇔ こ と賎 零 血 や 血履 凝 固 ・・つ ㌻ が うの
こ帽 亙 鹸 お 藏 ら㌃ と ・菖?・き奮 ・・。 魚 、誘 棚 鄭 抵
抗 き示 し,こ め 値 を2・き 多限 申 ト1く す う1史」琴ボ あ 診。
乙か と,尿 秦 等 に対 輪 透過 牲 能 の 良 ・・瞳 ・さ2kの 透過





















































体 疫 バ'ラ)又 が く ず寧 う お を れ が隔あ み。(雫 際 の 血 浸 歪
杵 礫 作2・レδ,透 析 飛 側 左陰 圧 レミ乙.i～22程 度 の ・k
を険・五 す)。)Rpレ さ透 析 濃 イ則 の 琉 れ の)ガ態 に よ っマ
決 さi>、 透 析 》夜溢 量 き 一)(きく す 敢 レざ す>1さ ど1?Dレさ小!
〈 勢 グst・S12raggtpNNdiSう な 赫2^レS一 醇
勧 蕨 量 緋 常 ・・汐 く 鵠 の で婚 ま し く な ・・.他 の 方 法
と し2し さ,流 ・福 ・乱 れ9与2う こ とZ"(liKV,こ 敢F茸 し
7レさ種 マ の 汚 燕 が 考 実 ㌻ れ2.・cl,。
本 研 究 ・Z・Lさ,きず 年 竹一尋 様 》d透 増「}ス トセ1し左試 作
乙,膜 を亦 す う物 噴「)栂動 速 彦 と癌 塵 との 関 イ条 き幸＼あ.芝
らレて市 耳受《透 析 器(ハ!t生能 に フ い2も 検 言ぎ しT=。
い8,Gaf「ElgN7・の 物 鷺pt動 現 象9k乏 マ みbと,膜
をイトし?単 夜i痔闘 当 リに 通 量 す 診物 麓朽 動 母Nレ9,
N=QB(CB;、,N-CB。co、=QD(Cp。.ゼC節)
(2-1)
き た,そ 勾濃1蟻 と し2灯 数 津 擁 彦 差 を とc}'と,
N=κ.A(dこ)9."(2-2)
こ 之 マ い
K.:矯 粘 物 笥 移 〕動 係 数








この 総 拍 物 管 移 莇 イ条数一〇、推 覧 弍 き 導 く 養 あ ド は,き ㍍"
滴 相 物 管 移 動 イ条数 の 相 関 斑 芝ζ禦 払 診 磨 卑 力ぐ∂へき。 透 祈 換
イ下しδ,温 接 一定(370C)7輕 藏彬陥 動 下a物 質 梅 動 と
)な 乙得bプt=(Px,イえ熱 の場 合 と類 似 の 相 関 戎 と考iζマ 匁
多 こ とレδ右 桐'ヱい歩 き)。
一 般 しこ,.癌俸 ボ層 瑞 で癒 激 多 よ う 奮場 合(・35)の
物 管移 動 レξつい2唐,>bk弍 本・厳'立1「き。
Sk-1.86(?e・Se宅)Y3(2-5)
痛 体 が 長v・昇 塀 畜 τ勺を・乱 琉2・'琉唖へ)さ うな 場 合(～5)
レζ つv、?レ ∈5,
SK-。 、。 之6ReO'8Sご ン3(2-6)
F～e>20,000




伍 フ7.(あ う 与 之 ら).1・Lた透祥「器 内 一Z・・a物 管移 動 レこつ ・・
-zも ,潅 相 物 管 ≠う蚕妙俸数 に 関 し マ,
S卜cxReb.S.Y3ぐ2-9)




一 方 ,総 拮 物 質 移 動 抵 抗RTレ9、
RT=1/KT=RB+?M+Rp(2-9)
と莞…しb花 〉か ら,曳 瞼n容 易 な一尿 秦 巻倉 む 透 析 表 き血液
側 府 蹄 に漏 しモ 場 令(球 下 槙 凝 血液 条 と称 可。 、 の 雫論
紀 果 か ら,(2-R)N'中 ・,zi6agva.bき;美あ 頼 ぎ,
(2-q、aCi9,
)/(Kr.一.uibB-vNEIH+tvN・U;b・(2-1・)
と表 わ 琶 う。 こ こで,・ 林 深 馬 ～・ ・誘 杵 藩 ド 固 肩 の 雫
瞼 定数 で あ う。 実一際 〃、血 藻 査芯 換 作 レこ只.、zレ5,侮 覆 ら
痛 遠 窺 囲 献 篠 く 限 定 さ 弘 マ い う 喪 あ,血 残 の 粘 度 や 血 嚢
勅 踏 質 の有 勧 拡 散 係 類 δ,ヘ マ ト7リ ッ ト値 の 関 数 と
み な 琶}、 従 っ マ,血 表 側 物 髄 夕重切条毒{「kBは、 模 凝 血
兼 条 で ・、痛 相 物 管移 動 榛 数 ピ き も とし㍉ へ て ト7リ ・,
ド値 眠 △)描 関 数 とし マ,
12B/げ 一 十(ltt)(2-ll)
の よ う し=表.Lhth>と芳 ≧ ら航 ム。
(2唄)戎 《 関 條 を(2-1・)式'に"・ λ し?,血 辰 条
い拡 張 す 巻と,
/krT-u§b・(堪)斗R…u5b・
(2-、2)
っ 巷、9,盃 杵 器 の柱 能 乞表 小 ず驚 、権物 衡移 動 イ集数'ヒT
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1δ'あ らが じ あ 孟 杵1器 に 固 菊 《 イ条数 蝋 将 ～H .M迭 来 め
7財 しざ㌧ 血 緬 陥 量QB、 歪 擁 側 縄Qp ,〈 マ ド




と も 表 巾 琶 ら.
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2-4.稟 験 装 澄 段び 雫瞼 方法
轍 糧 の フ ・ 一 ヅ ト をFs.2-2レ こ莉 ・ 膜 斡
隔 物 脇 動 こつ ・・フ の相 勲 縛 く 長蘇Fi82弓
に 示 す δ う2「了7リ1し 樹 詣 製 σ・平 什 平朽 型 透杵 〒一又トセ
ル 玄イ乍破＼し『た。 上 下 二枚 のマ7り1レ 坂 凸闘K、 一"raxキ
ユフ.・フマンPT肪 囲 歎 腕 繭 £・評 暢 乾細 顛
vtS22y)tS1…t),fi・hN両側 レニ、SXPt・・糸 蹄 中50-M,
蔚 蹄 畏 さ2ケO・'・・t・vVt,ラ為路 高 さo.ら ・WLfvvNの血荘 イ則 、重オ弁
癬1帳 路 きイ下っ漏 豆曜 圧聯 舌、 末端 勧 彩 乍 くす 喪 め
レ・殉 一 ス 燧 強+イ ・ ン廠 匹 一1しし,田 悪 ぎべ'1レ
カ ーテ・-7。?・猛 照 しτ=こ。末i拍朔藁・面権 しさ100c・WL27西～っ
在。試 杵 レさ 一rabVQ2-iレ・禾 す よ う 碑q魯 せ ぞ,マ イ
ク・4.一 ブ 、1P>フo(蘇 秘 幡 城kK,)を 司 ・ワ 透
訴「〒7ト セ1しし送 っ た 。 痛 量 しδ翻 や薯訟 口 で.Zト ップ
ウ わ 千 と メス ヅ ノ》夕'L・=よリ潭腱 しT=e者 試料 レsrt
秦ラ舗 バ 髄 帽/淑 レ・腸 勘 レ・調 整 しな ・但 し,
鯵 榊 の 麟 藻 彦 店 環⑫ 榊 《 蕨 濃 彦 だ レ柳 軍 し夜
檀 と奮 う。
血 震 試 料v},耕 殖 後 《 ヰ血 レ・へJNOgン(5…u/ρ,
武 田 葵 品 工業 κ.k耀 逮 λ 軒 ・ヘバ09ン虹 ヲレ辞 血
茜1ざ ヤ く績 痔 筋 こと レ・よっ2rcじT・7・(7"りン 鹸
い 朗 嫌 維 血 練 肌 偏 ヘ マ ト7・)ッ ト値 蟻 わ 場






































し㍉ 雫験 は す ベ マ3プc・,4亘 温 望 内 で 斤 ない,琉 勅 ぐ
麟 螺 熊 レ魂 しTrre,tlt}フ・・Dグ き庁 な,た 。 尿 梨濃
度 賎 尿 薬 き ウ し了 一 ゼ で分 解 す 参 ～ と レ・よ り 生 じ た 了
〉 モ ニ 了9イ 〉 ド ・ フzノ 引 し石 応 さt,・ 胱 売 潅 計Z"
tt色定 量 乙 た 。(s4)
-iVfigoへ孟 挿「器.vこつ い マ 疹 ,-TCNbl・e2-2に 禾 す8う
巻キ董層 型 壼 挿「羅rRP--5,毛 条田噛型 透 柏一!器COtd;gτ)。w
ト40d2(4,A～α鴇k-1、 コ イ1し型 査 和「器Dc-7を 雨
い ㍉ 試 料 レδ・ 一 う 一・1P≧つ。VH3R～W(循 硫 κ ヒ)
RA'rvvN;vNkP購?(トノ7つ 医科Z業Kビ.)を 用 ・、7
癌 しT=。血 蒋 側 試 料 と し7・5,ft%t含t・ 勧 帳,肱
藤 を輪 簾 撮 しT・、 雫紛 籍 防 足 景 方 」2レさ〒 又
トセ1しoへ‡易ラ令 と同b'て"あ 一)1ミo
試 料 嫌=し オVS,コ パ1し型 透 析 器 き除 ・・7,言 ベ マ 向
へ









































































な お',)kl=StT'6iう眼 外 矛 過 抵 抗 の ヲ劉 定 は ,市 販 の孟 前
9の 血 飛 側 出 口 に:-F"'し バiしプ9と9フ ・†,こWt8調
飾 す う こ と に よ り 一 定 圧 力 を ウへけ,S#「 潅 イ則 にヲ戸過=∫ ・挺
一乙来 た ♪k量 を メ 又 ツ り
)ブ ー2・・測 定 乙 氏 。
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2-5,実 験 綿 果 浸 び 考 察
2-5-1,『Lス トセニ)し
Fia.2-3・ ・莉 棺 トセ1し・Z,血 液 側 緬 と し?
尿 薬 廷含 亀 壷荊ヤヲ夜,あ)v・v3尿 秦 廷含 策ト血震 左〉読 」 血
救 側 飛 量QBと 委 え?無 験 を痢Lな・つ た・ ノ…斎量 レ占戸 線 蓮 彦
が 年 買ラの 盃挿「霧「の礫4下 条イ牛v・7Fgsすう顛 域 で養 化ttτ ㍉
ヘ ノぐllン血 乞イキ田 し蒼場 合 の編 枯 物 験 動=抵坑Rr匙
u,B'-o'`・・xし マ プ[・…VLTzoNhK'T;s.2-4z'あ ・L
脱 綿 維 血 剖 鯛 し在 場 心 の 雫醗 結 黒 を7.・ 略 しT・・,)t7"'
F6・2-5で 沁 ・ こMSり ・緬 括 物9移 重η抵 城2τ
盛 一 δげ 崎o・6ド 灯 しマ 直緯 関 榛 と を 鍵 とが確 かあ
らLY・〉。 乍 ド β 翻 轟 いBめ 指 蓼卜 ・・6レ吉1(2-7)
式 き芳 慮 し,試 代 全看誤 に1トtじ来 定 し た。
実 際 確 櫓 難7し3,Pe数 レ陥 ㌘ 切 繧2WL
　従 っ2Re数 め み が ら判 断 ず うP艮り・兇 全 な 層 蓑 工或 レ=属乙,
(2-8)茄 こお い7b=1/3と な う1さず亀2訊 う 参㌧
b二 〇.6と な ・たo、v9,
レ 押)フ ・レ⇒ 翻 罐 η汲 び竃騨 ㌧・伴 な う伽 振 動 や伸
緬 。よ ・L血 痛側 透 禰 鎚 ・⊥と も レ・液 レ・乱WtがtEEectEi},.
2.梱 憂嘘 杵 器 レこレ9,ktngs〈qムT・ 〃・・こ,StW・k
側(フ、痛(パ 続 敢 レご乱 淑 が'圭卯 う よ う奮 工美(寸 †ボ ー ト き
凹 凸 レこす み、 メ ツ ツ ユ 左挿 〉・す ゐ、)が な 三 爪Zい ゐ。

















































F22-4'2-5・ ・お ・ワ 親 藤 力腰大 き く'd)・・つ
れ,血 嚢 側0、物 唆移 動 砥 抗 レさ、ト さ く な り,聴 → ・OZ・
L,lls.RB=oと7s21,0x2・,亙親 遠 延 裏 し た,縦軸 とCh切fr1
は,Rv+Rnき 表 わ す も,Aと考 え られ ≧)。従 っz.幕 括
物 管 移 動 抵 抗PTか らRp†RMを 差 乙引 しVL6",任意 の 血
」夜側 癌体 ひ ラ為量QBレ ・ポ「す2)血 ラ夜側(〈寝 境 霞 抵 抗2B釈
薫 き 疹。 き ず,血 蓑倒 済 路 に廉i寒を含 お 壼櫓 寝 試 料 き埼
し た場 ・告 ζ榎 凝 血 液 条)v:LES,Fl8・2-4■vgF;息2}ら
ゆ 直親6〈 勾配 か ら,
RB-199×UB"o'6(2-14)
峯 実 瞼 こ国 ・・た テ7陀1し 一z,'L9,血表 側 透 禰3側 と
も痛 駄 の状 能 レさ伺 様 と考 え ら 献 う か ら 、
Rv=IQgxu、D『o・6(2-s)
一 方 .QB-7・5祓/蝋;M2s'瀬 佑 抵 坑 レls.Vi8・
2_4レ こFい ・?,ギ靹 疑 血 液 条 〃　場 ノ誉 感?T=690
rWt;)し/c,WL。徒 っ 一z,瞳 抵 坑 レδ,




と椎 賓 ぞ き う。 こ《値 レ訊 頂 辞槽 にド レ格 曝 抵 抗 の測 建
蒲 果165.痢/・rv.A,(・1)と じに軸 拮 く一 政 し?




と表 の 琶 う。
痴 て(2-17)弍 袖 蒲 条1・も拡 張 しヱ 芳 え 〉。静 庄
し1ミ血 潅 中zめ 、犀 蒙の拡 「敗條 数 レこっい2L},こ 脈 言?・に
ケ ケ か らぎ 測 左 さ 躯7い うが'、血 液 中に レ}クタ数 の斥 血 牢
が蒋 π 乙,か な りめ棒 権 ノρ一 セLト を 白 め 》 た∂～,胸 管
移 動 し・瞬 ず 示 血恥 影 響 レ漁 規 で き宇 い ・ キae轟
ぐS6')や 加 藤(k〆6)ら が得一な血.潅中Z・の酸 茱o)
拡 翻 縄 「ウ・㍉推 藻 軽 と,ヘ マ トク ・1ット値 バ 脚 に僻
な っ7貝 掛 け粘 彦 状 急激 ㌃増 加「すうv7どド レ5,拡・散 イ案 数
は,急 激 ・・レδ…減'ケし な い、 舐,痛 屯 条 ・・お　 z・9,未
血球'の埋動 ・・劃 有勧 拡 散 稼 数 が 萌 断 速 度 とと も し・」二昇
丁 》 と疏 報 宅 もあ り(c8)透 哲 器 由 レ・お・⇒ 血確 中
の 尿 秦 《 有畑 ・拡 散榛i数一を予〉冒ll商さ～ とレδ困難z"あ ム。 従
プz,不 研 涜 ぞ 感,(2-)t)斑 ・・*"δ うv・,嫡 鱈
ぞn蓑 相 物 噴移 動 條数 き直痔 雫晦 着果 力・ら,臨 友 以 璽判
な ヘマv7り 外 イ融 闇 数 と し?軸 茨・a7Y,F)a・
2-4,2.5の 直線 め 勾配(Fり 血 痛 側 物 管病 動 係 数
逸ゼ ハ,透 看「痛 き使 田 し夜 場 合 て 模 凝 血液 条)と の 仁と,
laB/ピ ー+傭 捧H噛 嚇 し7フOv・・11した。¥














な う関 イ条 べ 得 ら 敢 う。
(2-i8!)氏)を(2-、2)式 尿 イヤ)k苅iう ≧ とL:よ り.H七
べ直 ヵぐ粂 り 軸 く な いP艮9,イ 壬 意 の ヘ マ ト7')・yト ィ亘 しこ丞「す
う憩 粘 物 管 籾 動 孫 数 が ギ あ ら 屯 み 。
2-5-2,一 ヤ藪 め盒 棺 器
)処てヤ 飯 め 壷祈 番 ドつ い マ,尿 秦函 物 管属 動 條 数 と斎
量 との 働 継 翠 州 た。 透tW器 ヒ しz・a積 層型 盃 艦
R?-5,毛 畑 窟 母ど透 杵 麗 ⊂OY嵐～ 秘w}Kod2(4・.A～・嵐
Kl,コ イ1し型 虚筑 器Pし7と 用 ・・た.縮 拍 犀鵜 初
動 イ奪数 《瀦rで あ 獅 枯 砥 抗2Tとu〈BAO・6.UD　o'6
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し粛 乙?プ ・ 外 ぽ 酬%2-7・2-8・2-9'
2-to?・'あ2)。
F号2一 ワ し・*ttRP-5レ ・つ ・・?・9・血SS側 透 杵
表 側 と も漏 踏 の刑 畷 が 膜 レ=蒸「しそ 対称Zあ ゐ 喪 あ,樽 凝
血 表 条試 料 を 用 ・・た場 合 ,血 識イ則 も透 杵 衰 イ則 も病 敵(ろ～怯'
徳 レs同榛 と 考 乏 ら承 ム のz・,吠 ガ∂・6.uガ%い す・"に
';t,「す ふラ総枯 抵 ・翫RTも 同 一 亙線 」ヒに の っ2い ゐ、 一テ7ト
セ ルめ 時 と「同様 ひ方蕩Z・ ,緯 拍 物 管移 動 癒 抗9UB,Up
《 関 教 と し?表 わ す と,
Pr=1/KT=80.o・ ζ噂 妬 †L・t50・6)+比o
(2-i・?)
瞳 抵 抗1～n二ll,o帽 域/c砥 レさ.挿 ギF槽9園 い た ・毒r、瞼
よ リ得 たイ直?Pt-15,0rw・;va/(蝋と 比 鞍 白ジよ く一 至i「し
一2い) ・ 徒 っ マ,こenよ うなWi{～oヘペplot法 レこよ リ、
1精彦 め 高 い膜 二低 布 値 は 望 あ 呑 、Nに し2わ ,レδぱ 害 当 なイ直
レさを尋一ら淑 ご…)ρしウ、{〆),♪夜イ旦tJ!特レこ血 系乏イ舅弓o㌧境 月藁」底=病(フへ2}一
拭 膜 砥 抗 δ りkA,,X3い ≧ と を考 雇・琳 レ8,(2-lq)
酋 レこ禾 可総 枯 物 管 髄 抵々 抗 《椎 蜜 戎 ぽ,毒 当 ㌻ も夙 一z・あ
う と 言 之 う・ ま たFi62一 目 ぱ'劉 茸2"得 ら9～た拡
散 抵 抗 と履 トジ過 砥 杭 との 相 豆 閥 係 しこ毛細 轡 彰 隈 姶 裾
i器〃㌧実」論 結 果 まカロ之7検1討 乙7三もaz・ あ 診が,同 種 め膜
に 閣 し2・さ,&桑 レ・気「⇔ 膜 《拡 散 砥 抗PHと,・kド 釘













































































。Q。 ・250m1/mi・ ・Q・v。 「1'gd
































威'立 乙2い う こ と ・bl言忍あ 乙〉躯 う.但 し 、 同 じ 尿 秦 ド 莚「可
》拡 散 砥 抗 レこっ.＼?,/111DL)了7り⊂]こトlllし瞳 の隈 外 」テ
過 椎 能 ひ オが キ ュフ・ロ ブ7)腫+・ 虜 耽 ム ・bo・レさ,
Fr8トloll)＼ らbわ かbよ ヲし='/TFiDり77リqこト リ
'レ腫o、)k・気町 う限 外3戸翌砥 抗 の 膜 厚 に 灯 ⇔ 権 存 彦 が
ノ」＼=y>・アとク～2"(iY・k)うoここ2"王負L在責ラ日{『ざ串,-2い3)≦琶オ代器
レこ隈 定 す るな らレδ㌧ 琳 ら麻 斡 こ用 ・・ら・ヒし'Z・⇒ ヰ ユ
プ ロ フ了 ン膜 に靴71is,2-){z'碍 旅 備 黙
麺 用 恥 こ と に よ り,塊 軸 痩 劃 の容 易 な)klこ規 》 隈
外 炉 過 抵 抗 値 か ら,尿 秦 に 対凹ず う}な。ぎ を の 聯 抵 抗 ≦推 算
商 》1とb可 能z・あ う う.し が 乙 る=が ら.よ り精 度 σへ高
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い膜 抵 抗 値 を得 う レこL9、 第1章ONよ う ケ撹 痔 槽 き 「li]・・た
実 鹸 レ・さ 詞 聴 が あ み。
-FZ
"8,2一8・2-9レ=粛 毛細 唐 型 孟 牢嘱(20y-alsD・w
Mo&e14,A〈 訊Wk-1レ こつ.・2レ9,血15夜但1琉量 遠 委
之 た 場 ・合,う ＼㌻q低 」漏量 φ 類 ま或Z・もR?T(*VLB"o・6a直
親 関 條 が 歳 虹2・ ・2>dこ 樋,各 辞 田壱 レ・潅 納 一 ・こ
分 布 乙'cYxanne昌IA[izx'ケな ζ'旦 っ脈 動 レ・よll履 が
乱 泥 マ い 診 ミ と を意 殊 可}。 一 オ,i壼 析 褻 側 琉 量 き委 化
さ 琶 た 場 合,低 重 杭 寝 琉 量 の領 域z・ 応,Ri?r。〈 晦 一〇・6
な ゐ閲 イ廉 か ら 実、鹸 値 バ と に 亦 れ2来2い ゐ。 と淑 レ義 同
一・斎 量 《場 合 ,血 潅 側 よ り も 重 祈 潅 イ則 の オボ 線 窪 度 が ・ト
さ ζ,琉 量 が ・ト さ イ 呑 うに つ れ ,1万 本 £F・fも春 在 す う
毛細 管嫡 ざ間 レ液 が+今 義 れず'こk訊ハぬdl喝 づ姓 び
2右 閣凌ヵ耳莫面種 が城 ゆ一し た たあz・(B3>・T=潟2-lo
め コKiし型1透祈 器 に つい2・ さ,血 漏 側,透 祈 液 側 とbド,
流 量 の 低 い・領 域z・ 麟,実 紛 イ亙`さ直親 か らレさ牢 れ2来 ム 、
これ 唐,数 噸 に わ 訟 ざ ノ貧・千 ユー プ 状H嘆 や サ・19一ト)L・ノ
呉 幻 仙 撫 巻 ・、2勘 砂'cKa-・・'…2K"vtL61〈'IIEb'
易 ζ 、聚 量 ボ低 い麺 域Z・ 応 、有 劾 膜 面種 ぶ 減 ケ し喪 π あ
Z・あ う う 。 さ7=,コ イ1し0へ巻 きオ や流 量 レこよっ 一Z糸路 中
bx"71SオL一6i`≧)珂倉と椎 も シ・9,血 液 側 と孟 杵 液 倒 と泌 添 れ 方
も 単紐 奮 十 ㌻ 気 と み な 廿 容 い 面 バ あ 》 たあ,本 研 究 にお
け う鵜 括 物 唾移 動 蘇 数 《惟 茸 式'きコ イ ル 型 に麺 用 寸 らに
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ぱ 無 理 が あ ム よ う に 思・之 ムグ
ー艦 仇重 析 劇 乍 ド あ ・ドz・9,血 潅 琉 量LgQB=lto-
300w、£/繍 琉 と隈 定 ざれ,透 和「滴 癌 量 も()P=・200～
1α)o.2/叫Aぞ 褄1乍玉れ?い うT・dX、イ条 り低 胤 量=仇麺 域
レさ芳 ノ憲 し な ζ 「と(よv、oこ ミZ・'ぐミ}一らq医た奈待括 ゲ庁7唾「移 動 イ条数
Kτ の 推 章式 き 一TムUe2-3レ こ斥.す。
メ疋に(2-13)式'に 禾 す3i蔭卑日午}ワ髄 夕「重かイ条数 と へ で ト7
リ",ト値 ヒ〃～閥 イ条 夏Tぬble2-30～ 秦恕枯 物 管1多重房条醤
の椎 庫 式＼に萢 岡 乙 、布 販 の透 祈 器 ド っ い で 血 渡 琉 景 ⊆)B
=2・ ・ 戚 細 昭 場 合n喫 鹸 桓(φ#7)と 比 転 し ぞ
計 宣 く醜 一 横 親 で'Fl82-7'2-8・2-9レ 詠 乙
一zあう.重 涌「蒋 斎 量 の 低 い麺 域 逢除 い 一7,か 呑 り よ ・・近
轍 与 之2・・)・ 但',%2一 フ レ・満2P-5纏
鹸 デ'-9拭 低 透柞 硫 量 の歯 或 ぞ計 旬 亘 と繋 ζ 疎
ぞい らひ ぱ,血 蒲 倒a万 三刀 に よ り透 析 滴イ則斎 路 が 開 塞 さ
れ,)有劾 瞳 面積 が藏 ケ し五 もの と恩 わ 脈 み。
秘 ・,郵 騰 者 ・、肺 値 店 翻 ヤ回 数 嬬 ず・・つ 嶋
正常nHじ 値(4・0/・前 後)か ら・bk}Pi・凝 見'2・o/P
程 度 レ・まZ藏 歩 恥 こ とレ舗 赤 ら しく な ・、。 倭 式,
(2-一18)蕩 さ諏40%程 彦 のH七yEgz・o、 血 転 対
　
し ぞ 麺 用Zい き 躰一レざ 十 ノ分・Z・み ≧)o
T、xb122.3レ ・LS,者 種 透 析 器 レこフ い 一凱 血 瀧 斎 景





dialyzer RT=1/KT=RB+RM+RD(mi・/・m) RB RM RD RT




20.2 7.5 12.0 39.7
Mode14 ・ …2…2xu
D-0'6





(臨 珠 」二,最 台 よぐ 褄 わ 齢 》曝 作 ・条 件),Ht,こ40・/.の
場 合 弼 総括 物 暫移 重η抵=航の 計 章値 き斥 し ～ あ3)。 こ・振よ
り積 層 型,毛 畑 籍型 重 狛一!器n精、佑 物 管 移 動 砥 益 遍 に は,
さほ ど 差 レ5認あ ら淑 な か.た 。
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2-6.,結 論
&xレ 。tr-rq>igG.括物 轡 殉 イ継rkて め推 貰 藁 得 瓦
鴨 訓 ぺ 辱6/抽 七)+Rn+rVN以 。-o'6
+(HV)==・.852e-Hち/oo
指 層 型 孟 耕 器13.2≦UB≦82.8,24・ ・ ≦U・ ≦150・0
毛 細 轡 型 盃#喘24.6≦UB≦1・3.・.19、7≦U・ ≦9t・4
こA椎 黎拭 甑 血痛側 線 蓬 彦 賄,透 杭 蓑側 桑継 酬D、
血.k。Nヘマ ト7リ ッ 随H七 瑚 ご勅 ざ暢 の で 透
客fi一器aN牲能 を比軽 す}nし=伸羊tlフ・あ あ 但 し,蝋 ・帆 略
勧t輸 酬 でレ・釣 編 蝶 験 左数 、2一 誘 梱 弘
抵抗 であ さ。
ざτ…,L弍 左田いτヤ藪 《透杵 器の粧能 と検訂 し喪桑も
果 漆 無 愈で煙 甲 床 権 層型,毛 細 暫型 動 幡 とも洞
一鞠 峰 件?鳳 編 物1駒 重ワイ紺 レ・13以ど髪 樽 い
こ と=が'叶つわ＼っ ≠こo
人旦し 砥 療 得 沸 た汚藤 ・灯お 総枯駒 管糖 森



































今・w,広 く 用 い り献?い1}虚#「 方ぎ 人L腎 臓 賎fi9を
イトて 診房 子〃、拡 萄〔の原 理 に 墓 ・ブ い2釦 識 中 のイヤ誘爾冬 末潅
駒 を除 芸 船 も 《 で・あ う、 こ妨 却 鳳 血 樹 則 と査薪
・表側 畷 灘 き穂 進 力 と しマ利 雨 しマ い 罪 め タ遇 の
勧 「液 が、煙 己で あ1,1孟 棚 麩 一 定 《癒 度 に希 釈 しイ芸給
商 う 儲 の 拓 価 な 定比 例 診7・ 〃N'Jk・、蓼 潮5、
こ琳 渉ぞ1こ,孟 掩 夜量 きケ な く し}う と可 る数7タ9〈ら
凌 宴厨 寮 バ を さ 攻?廉 た バ,い ま・だ臨 珠 」二璃 足 のいく 装
勧 搾 剛 ピし?・唯 ・、、 紬 らハ 研 魔 め う ち話 粧 凝
用 ・ワ 毒杭 寝 三処 理 乙薗種 洞 す 》と・・う方法 が あ う、 こ
こ7㌧ ジ雛 侵 状 動 「液 処理 《噌 瀞1と し選 レ紳 砺 、8
5
也 〃、畷 渚剤 や イ 才)で ・囎 脂 レこ比べ マ,体 液 戒ンみ 、《バ ラ
累 蠕 とん ごて 君 こ と78〈,カ・7}し膚 和 ・8条f物痩
用 ぞ 錫 点 レ・腸 ・ しか 乙 儲 ら,主 噂准謝 終 末産 物 マ"
あ う派 秦 ド対一読 茜活 牲 戻 あロ侵治一能 か 略,き 巾 め マ低1いT:
あ1バ ㌦ノ千 方式 あ場 合,髭 ノ前寝 と・ケケ 〈 ず躰 げ1「》時 ど,
大 量 の剃 蝶 が 」轄 咋 こと ・こ潟 。(国 の血 転 齢7
3・S程 ・勧 蕨 蘇 〈1纏 晒 ムゲ>yだ レ挿 藤
餉 牲 慶 仇み で・ロ薩 「寸 》レ・・f},麹lo鴇 も 必 噂 ぞ あ 参・)
Xifill?iB、伽
%(B6)こ ・V6・3Q《 冶牲 瑛 琉
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喚 しr〈1本(ヘカ うA玄 種 っ マ,ロ侵朕 ・看 乙断「萩 的 に 乙 リウ・
之Lケ が ら尿 藻 と除 鉱 》獲 又 テム9k$eし 瑳 。 崩 場
合,査 耕 液量 レぴ職 ケ ず》 が,尿 柔 の満 粧 漫 ド釘 斎 う壕 看
平奮 量 醐 騰 レ詠 さ・・矧,カ ラム の活 牲 肱 獄 ぐ飽 和
レ違 ⊥ 、 力 払 臓 看 し2・ ・凋 レ・循 環 翻;粒 笹 蘇
レベ ル が 上#←し,壼 揃「肴ξiカtMet下ず2)。
を曝v=蔚 し 。本 研 覧7"1δ2本の カ ラ4を 用 い?txr豆v:
ロltg"K看を 乙9カ ＼2す ≧とに ふ しド秀抗 痩 量 医ケ 有二く 乙 ,旦
つ ケ景 の耕 瞳 で・蘇 の歪 杵 とし手と ん ど 委 らな・瀦 果 ボ
4昇ら屯 う盃 杵 寝処 理xJ-Zテム を そ㌃ をた 人 τ屠 月裁 《研 究
を'仁「乍 っ た 。
3-2、 ・賭 補 に陶 う稟験 方遺 殴 が縞 果
活 柱 凝 用 ・・でイ檎 終 縫 物 齢 勅 誘 る場 合 、 ク レ了
千 こ ン ・尿 鴎 隔 い レ凝 暢L仇 堀 量 緬 隔 齢 物
f軸 1落 島 レ・ワ購 さ鴨 拭 縣 《 よ う レ・オ噂 的 、.腱
なイ函ノ労子 時P蹟着 さ 胚 レこ(Cv、。
を こで,・ 賑 看 斌 盃 析 蝦 テ4職 暁 レ洗 だ ち,FK
桑 ・《弟 牲 炭 レ・首 す ≧)噂着 平ぞ斯量 を検 訂 商 ≧)渥め レマ予備 禦
evag'(〒な っ 漏 垢 牲 暴 と し一z.・S・.,面尾 工業 の ウ払7・
マ トf)e活椎 ≠≒セCHrl≡～-B」0芝ζイ弓をlrF]乙_T:o粒そ!{…ニレま80/へ)ioO
メ ツySz,表 醐 養・,IIF1・00へ120・蝋2/8,灰 分 時2～
3プ ・ で あ7T=・ 脚 一8砧 繊 乞謙 魏 内 ・坤,
種 々の濃 彦 レ・調 整 乙τ・尿 秦*塔 漁 ・・話 坤?+牌
衡 レ違 しτ・ヒkら 鴨2爵 間 後 レ・tt)フ・t)>7・蜥 なっ
た。 こ噸 耕 衡 量Le.2日 伽 値 と 沓 胎 幅 な か・っlt。
なN,雫 験 してイ中雨 しπ 盃 祈 痛(キ 〉プ リー 工号 .キ 》ヲ・
リー1[号;燕 秦 華80τ 業1ぐ κ)6〈 淘 成 き 一敗 』惚3-1
に 禾 す・ な ド ,喝 看平 衡 レ=関す}実 験 で13,す べ7キ>









干>9"り一 工 号 134
　一 一一 一 一 一 冒
2.62.5












尿 秦 の 定 量 略,ウ し了 一 ゼ＼ イ ェ ド ブLl一 ルE心 き 雨
・・》 比 色 法(～4)レ ・cFt),グ1し コ ー7碇 量 店 フ
エ1一 ル ・賄 匪竣 憂応 を用 い う比 老£玄(Fl)レ こよ,た 。
1)S・B-1レ ・レ5,礁*》 麩 条 砺 ・騰 平 衡 界 フ
肱 縣 歪桐 蘇 の テ㌧y,?ら レG先浄 乾 燥 修 由で軒Jし
た泊 椎 幾 胴 ・味 デ ーYb同 蒔 レ・フoロ外 し7あ う。 ≧
琳 ら三者 の闘 に時 痔 と人 ど 差 が言瓢あ ら唱 乍 が ♪真。 従 っ
一Z
i透 桐 紳 ・・勲 棚 尿 薬 ・・箔 ・F主崖 レ・rt1)・騰 一レ噺 響
す 駁 とレ誘 雇Lな く7も さ い ことバ わ ウ・っ た。 まT・,
イ吏用 しT:潮生漫・を.)k差乞・i〈で・十乃7Xp先シ争乙,900c7乾 罎 ぐ隻
雨極 用 じZも 。 服看 能 力が低 下 乙な い ことが 由 ゲっ たv
一 方 ,益 杵 疲 勉 ・レ病 量a7"1し}ス が 寝 査 圧調 整cA
T;Opks・r入胚2揚 場 合 が幻 ぐ ブ'1しコ ー 為 誘 柱 漫 ・比
軸 ラ諏 噸 着 さ躯 炭 と ク・ら 、蕨 の・浸着 ド 脳 鉱 ア・し
コー魂 劇 辮 鋼 筑 練 課 もP昇3-2・ ・
示 す.≧ 弘 ト ・),7"Jしコー ス濃 度 が か 午 ・庵 く な っ2V,
犀 秦 の吸 看 卑衡L量 が砥 下'す}こ とレ丁な い こ とが 劣 かった。
下〒a3-)レ ・レδ,藤 ・旛 羊衡 ・殴レ嵩 蹟 痴 響
を調 べ 表 宇鹸 箱 果が 示 し7あ う。t《 繭 果 ド8>と,Z"
{う 限 し1低いラ蹄 で ロ膨看 し,1葛い温 彦?嵌 看 す ・担 ぎ よ・、
こ とレさ明 らか?協 》が,穿 藻舛 齢 濠衡 下斜 よ 急激 ケ温
履 如 乙測 筑 ゐ こと激 措 しくな.・a2・,こ の 得 彦 の 品












































































































































































































































































































ド ロ ー レて 獄 ・馴 δな い ど 言 乏 う 、
F8・3-4レ ・レ2ii,比鞍 的 喝 看 省εか 〃・拓 い と 蝉 マ ・、
≧)一や乙 フ舛ら粒 オじう右柱 タ契CH軍 ～-30(80へ 【00メ"/膨ユ)
と粉 ギ活4生 炭H(キN-23,ii7(i武'田 薬 駒 エ業K.㍉(、)
め尿 菊 ・対 で 汐 隣 能 擁 測 定 しτ・曳 晦 課 を蔦 。 両
汚 間 レニ感 割 泌 嘱 看 卑 衡 量 レ・差 が認 あ ら・ド 牛 い こ と ウ・
ら,カ うム し・為填 究 うの 匹 梗 利 なi粒ぜ 垢 柱 漫 も褄 。 洗 方
が'よい こと が'巾 が っTiこ一。
なN,臨 旋 ワレ・聴,復 レ・噸 渚 能 ウ が 祐 い活 牲 漫 ぞ も,
グbΩ 一 』αく」～o、 兼 「粧 炭・のIR・フレこ重 ・金属 を含 疋・可合邑4sの





























































3-3,畷 着 カ ラム に関 ず う 曳鹸 労法 慶次結 果
3-3-1,カ ラ ム6へ 至!ク〉比、
尿 秦の 唯 看 ・轟 げ ず カ ラ岬 クtit'の景薄 左検 訂 筋 奈 杁,
ウ ラム の 内 径 段 び 高 さ9養 乏?雫 、験 と'行奮 った 。
卑 瞼 ・・先 だ ら1粒 ぜ 右椎 喉etiR-30拭 養 喚 さ蝦
い う カ うAを 三一 定 時 間,十 分 茨.3争し た,〈委,ロ ー ラ ー/1p.ン
フ.VHRS・ ・V(循研 κ κ)岬 ・ワ60唱/al2aft
秦 を 含 艦 耕 継 痴 し,カ ラム 釦 の 為 出 勧 蕨 濃 度
の軽 蒔 転 イ腱 測 足 した 。
内 径60(～ 、(へ中 一 定?,高 さケく7i,142.35-4… ～A
と一喫r7誹差)3種類6ヘ プ7ラ4レこっ いrZ、 矯 量・200(・^2/!Wt"・A
?・it#axk%s曲線 を測 凱 馬 カ ラム 出 ロa・蕨 ・濃 度c
"軽 蒔 蜘 乙 と,Pt口 尿 条療 庵c。 とditt(ン/e。と し7表
LlnL"oxb〈'1)s3-57励 ・ 畷 磯 の 脇 犀 リ
レさ,カ う∠、高 さ 状 増 す レこっ 賦 纏 〆曝 レこ/8り,ロ段看1帯ノゲ 広 力ぐ
つ2・ ＼う・ ≧幅'F㌃83-4レ=示 す 串う レ・・ 蕨 の
・賭 穿温綿競 魅 軸(横醐 レ粛 しマ凸 崎 ゑ 〉、柳
うrt5}しぐ な ・呼 衡 関 條 飢2・ ・炭 とド起 因 ⇔ ・
痴 ・$、Tき 迎 レこしマ,内 径 ぬ と拓 さZの 畢 勃
3種類 の カ ラム
ぬ 二40一 φ,z-3i8・-
oA,L`60rv・ ・,・vVYtp.Z二 、42(ハ ・AA.









と飼 い マ 雫、瞼 乞熔・をっ た 、 蓑 出 艇 の 尿 蒙濃 穫 の 軽 蒔 ・委 化
き 下=、3.3一 らv:rkす 。 カ う∠ぐ内 径 が 小 きい ほ と・,β寝
過 曲 線 のtZgLバ リレ漁 ・?・あ うが・,ろ 種 類 σ、力 弘 の 闘
レ・レCF,鴛 ど 憶 な 耕 認 あ 弊 な ク＼っT・。 一).P)8,
3-7レ てii窃 よ う レ?,か うム 内 圧 掲(フ ィILマ ー4尺
覆 もAfiat・)レs,v言し控 塔 捷 彦 し・ケと例 しzい ゐ ～ とわ"勅 ・
あ 但L,内 犠80_評Aカ う ム 内 圧掲 臨 他 の2種
類Aカ ラAに め べ?ク ・/diり!トTい値 三示L2い3。 こ弘
レ」、 フ ペ しy一 の メッ')一ユ が 厩ー 粗 ・・もり遠 便 ・T・T・Y)








































fこ7しミ,十 な 理 壮 切 朽 を挿 入 乙 為 場 令 の劾 果 き樽 訂 し
た が,仁 切 杉 左 λ Ψ咲 場 令 も 入敷 な ・揚 ・1》転 劃 ま と 差
痔 言移あ り払 商'1、そ0～効 黒 感 其日特?・寺 な7か フT:こ。
之 の よ)?V:,本 廊 ・'狛・種 用 しT・77ラムVS,一 般 ひ 必 ㌢
7・ラ〉 ト ド 岡 い ら躰?い う よ うな カ ラム レ・虻 べ?蒔 幣 ・
・ト さく ,モ 乙 う柁 ・透 祈 操 作 条 件 に 左 石 さ 鴨 喪 あ,か
ラム グ・最 壷 形 装'を 一 美 自9に3夫あ 〉 ≧ Σ しを塔 男7な こと ぞ 磨
呑 『v、 。
3-)-2、 ウ ラム 疵 題 …薦
親 建 彦 曝 羅k検 訂 輪 勘 へ・で沸 愈曲 芳 躯 も と・・
丙 経60MWt"〉,鳥 コri42蝋Mの カ ラム を田い 一?$ikAt
を行 な っT=・ 芝の 雫,晦 召黒 きF弼3-8に 禾 ず。
この 禦、i翁デ ーフ 國き も とv:,'養境 層 丙物 管……移動 の理 論
(H3)レ=猛 い,総 ・1毛(へ砦 量イ条29rと痛 気 量 とa関 イ条 き
>bjkのよ うな 手ll優一Z'斗～あ た 、
治 牲 幾 カ ラム 内 であ物 働 壕 を 考2あ 薫勘tfia}v・t
合 嚥 複 で きる もdiと考 乏2潅 相 碗 噛 曜態 き と 多 と,
一 駄 雀 一K ra(旨 一 ず)-f審(BI-一 ・1)
蘭 …レ・.固 桐 あ物 働 乃 をBど,











一 労 ,F8、3-1か ら ・bhNらδ う しこ'本 研 究 ぞ 鞭 う
カ う ム 肉 フ・め …雫衡 尿 秦濾 度 レ守、1島々1らxWtMで'あ 》ゲ ら、
レ手しギ)㌃～の 櫛 罫徐 弍 状 成 セ 『吉 う と 芳 セ ら眺 う・
協 弘 二ryVN弧(3--B)
こ ≧ ゼ,
α こ カ う岬 畝 蒲 当 嘔 物 轡Zg輌 礁(c・ ・Nシ/CWt3)
旨1総 モ毛物 管脅 動 発数(()A,・A/翼G)
七 こ 時 間(～.2C)
1λ1・聖駆 度(c・ ・人/gcし)
冤 こ 固イ布表 面Aネ 嗜噂 看叛ゾ}〉重量 ・比
ul叢 イ苓 ・キo　ネ寝　喉 活蕩ぐ分 重景 比
馳
ず こ 界 面 ・・六 ・冷 嚇 畔 衡 、・乃 激 僻 獺 ・購
廠ソみ重 量 比
Zこ 蔽4茶(ス入 τコか じフ麺llっ一た プ7ラム 存1さ((fWL)
ε ミ 空隙 率
粟 《養数 転換 を行 乍うと,
どTOtN= 曳λz
θ 一 旨 筆(t-÷Z)
(3一 の 、浸 び(3-2)式 は,
一(架 うθ 一 ち 一ず
(藷)N一 旨 一e*
の よ う レこ書 汀 う 。
こ こ て・.境 」律菊 牛 ぱ,
D二 〇-z・、 ず=皆 歩


















? 一 イ θ～1点(2乙/Sh)as
(3-tO)
劇
(B-1・城 ・・ ε=・ 占,・ 砥 一・・2S-A・C./S-$・1M,Rb〈"
鵯 亀条 件 匁 ヤ λ 筋 と 未知 偽 来 一 気}旨 α ・(斗 とな
う。 Σ こ2・畜 当 にKTq在 諦 定 し7Lろ 一1。武 と(]r・…,S
A積 ・分・)芸レこよ っ?過 ズ直≦々 に街雫きC/たoテ ミ「 もo・ 閥 イ条 と 図
上Lし・描 ζ 、K。 α を 如 乙ttマLEz・x計 章 額 」な.・,実
鹸 桓 と も っと も ふ く 一云 為¥(Ta,9捜 す。 こ の よ う レ・
し 一z;}定t曝 医裟 拮 の物 暫 梅 重ウ5各景 イ条嶺7ヒT(入と 一rable
3-2・ 詠 苅.部,勧 瞬 《(L/c。Ptb・ ・S9條 を
下B3-8・ 潔 線 蘇 しT・。?9し ・Wl、～・小(W3)
《 国 定 屠 内z・《境 葭 物 管移 動 孫 萎ケ ヒ島 の相 関 式
窯 ε(9→2/3一 ト・9(雫 ブ弱(3-ll)
左田 い 一Z境膜 抵 坑R～ し ニ1/セ.α き幸'め1釈 宿 抵 抗F～T
-1/Kα と とも にTひVle3-2レ ・永 しτミ。 こ の 計 章
馨彦果 に よ 診と 境 膜 抵1訳レさ無 祖 で き うが,》 為量0、低 い}イ「?・
15,幕 枯 抵 椛 感 ＼々乍t)i〈きぐ78っ2い う。 こ 弘 時,液 の
cK蜘ett鴨 レ・卸 買鉢 †trき ぐ7;・T・boxxZ2
ら→Ni》。 い 弁 十wこコ竺.よ,》夜1縄 が・'200(・・A/wこ、^以仁?い
レ氏 矯 括 σ・容・一量イ奔数 に 浸げ す〉夜め薙 窪 彦 の影響 痔痔 とん
と ケい こuが 勅 ・っτ・。 一舶 ・孟 析 液 斎 量 レさ2。 ・ ～
ioOOA・A£/㍊こ・・7芽 聾イ¥i"》 た あ,線 窪 彦 が 余 リ・トさ
く な らな 、・励Lワ 薩rカ ラム 肉 で朔 管 移 動 鵡 が極 端




100 0.0589 0。2100,050 20.0
:
1.12
200, 0,118 0.4200,086 11.6 0,885
300 0,177 0.6300,100 10.0 0,775
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3-4.模 凝 透杵 宴瞼 壊 澄 段ム禦 鹸 方P2
Bl鍋%(B6)吻 提 実 乙 弾 一 カ ラ4労 だ 鱒 ,
嚇 期 闘9・ ㍉ 餅 勅 工7麻 魏 度 枇 早 秘 矧 ,
かな ・汐 ヲ〈 の 翻 牟 健 田蓄 し奪 レ惇 レ乱 膜 と介 恥 物 曽
和 動 《干縫 力 が低 下 し 透 杵 効 率 レ}惣く 秘.透 杵 蓑 を
ケ な ぐ し友 諺 、 こ脚 π点 を防 ぐ た〃、レ・・乱 乃 景 の活 牲
幾 捌 脅 とな り,取 私 幽 ・ト酬 乙・謹 「あ 苑 羅 斎 牲 も
問 額 とな う。
本厨 魔 一Z・Lよ,2本の カ ラム を棟 田 乙,孟 祥「痘 か ら療 出
乙 た比.較的 需1濃穫 の尿 蒙 も含 売・透杵 蓑 を亘→尋 カ ラ4に 並
・}込)も飽 和 レこ蓬 筋 亙前Z鴫 看 左打 躰 η ・L脱 看 レ・レδ
・・う労 醜 とっT。 旋 急 さδ ポ舞 ηレ・*1重)kぞ・行 ㌃ い,
楠 環 勧 勧 繍 ミ蜷 鴨 砂'ワ 購 レ・レ}◎ 前 噺 鮮
権 糠 レこ翻 蒔 した・ 下;S・3-9幅1払 フ ・
一 獲 一 ト ち 元 ず。
模 鋳 棒 滴 ど しZ感,尿 秦.ク レ了 千iン 窒含 沁 らO身
の 盃祈 漏 をイ姻 し 翻 慨 とし 一Z・2;,毛細 噛型 孟析 瑞
CoralgD州レto、,),szL4(透揃一面 霞i.3蝋2)9f雫
田 乙瓦 カ ラムv61マ7ii、レ樹 刊舗裂?,四 径60・{人
kZN"90～脚Aも 躯 用 い た。循 環 孟耕 蓑 、洗 浄 透耕
寂 鳳 ロ ー ラ ー㌍ 》プVHRS-V〈1(循 厨 κ ヒ)噴 勧,
震 琉 紡 鰍 ‡刑 換 セ店9(Z一 し・痔続 砕 瓢 鵜7・
行 な つ 蒼。聯 η1・イt二込 んTS'6il環毒榔 潅量 レさ49Z'あ つ
餌
t:・躰',犀 秦 纏 量 鷹 ウ し7-t".イ 〉 トワ=ト
蕨 施 守 う 比 魏CS4) ,7し?4こ ン雌 働 ぎ
コ断 ぞ の 賄 レ・S)ttaSS2(94)9"1いZT.,N、r.げ












































































∋一 ㌻,模 凝 孟祈 黒瞼 紬 果 段帆 汚 藻
F号3--tov・LESL'試料 寝 鮪 曝 せ ハ 流 し捨z・ ・し
暢 谷殖 払 ワ巖 翻 の ㍊ 漏願 濃彦 畷.嚇 イ願
様}バ 永 しマあ う。)7ラム としZレ9,W・〈」z60WiWiab
の姻 い,4ぢ・留 潮 蝦 硫 喚 しt=,継 嚢 棘 麟
感 、to今 ま?し5,時 と んZ・・0レ こ とと港 。2.・}が,以
後 急速 レニ破 過 曲 ・線 ・δ士 ちL,・$1っ?来 瓦 こ こ 一Z・Q;liys
今z'打 ち切 っ た の レさ〉史あ よ ㌧ な 理 由 に よ き.Gk7ち,破 墨
曲親 が 主 ち 上 ポ う直前(スio.分、仏 酋 で2浸看 …鱗冬ムの 次 理 想
で 謁 矛ぐ,実 際 レ・本 し ステ ム め よ うな 重 オ穣 、紛 兎行 奪 う
上船 にば,循 曝 透 耕 寝 ・ヤめ 舜(薬濃 度 バ 低 レベ1しレこ保 た れ





























乙Z乙 まっZし3.循 曜 歪耕 蓑 中 の尿 条濃 度 しべ1しが 上昇
乙、透耕 劾 率 レδ低 下 しZし き う。 芝 こZ・,Z・き》 隈 リ活
柱 炭 鮪 劾 ・こイま うたあ 凡 継 桝 φ尿 秦渡 度 レ舶 囲,
飽 和 濃 筋 半分 位 の値Z卿 レδ僻 量翻 酸 刺 縣 濃 度
脆 レベ1しレこ保 …vv>?",}p〈,)うと泌 検 レ・立 ち、魯 祁
の破 愚曲親 夏み 考 に 乙,一 応飛 出寝 中の尿 秦濃 度 が飽 和
濃 度 の 嘲 レ・郵 訓5分2輪 玄打 ち切cl)t4N、こ礒 、
軸F
l63-10中 ・15今 レ・」・〈Nレ丁ゐ琉 出 寝o、犀 条濃 彦 ボ5
彰1以上o・イ亙2呆 乙マ 〉＼うグ・は,破 過 曲線 の勾配 が淋 常 に
急78たあ レ=,実駿 諺 髪が 大 きぐ理 わ 躰 た も杁 と1考之 ら躰
う。)セに 、実 礫(ハ模 凝 透耕 実鹸 あ士粉 玄相 左 乙,疫 軸
知 購 め場 倉 とレ遵 に し?晩 看 糞行 な 。 た一 ら ・分後 に
芝 浄)κを蔚 ム初 あ,30み 楼 レニぱ,1まぽ尿 秦纏 彦 感0に
並 プ ぐ、 樽 凝 壼析 実紛 玄行・な う場 合 には,尿 秦濃 彦 が彪
全 レ・oに な 諮2幌 都 親 吟 磨 奪 葛 なζ、茨 評 賭
レこざ しつか 之な い荘 度 あ量 な らレぎよ 、・。従 っ乙 奉研 髪
■・v9,ツ又テム が な うべ く審1単レ・な ムよ うレ=とA%;Z6・
ら,セ艮 嵯着 時 《蓑 量 と時 間 レ調 一 と乙30分 修 レこ彪
k蘇asi乙 た"こ あ場合,26分 か ら30命 あ間 の4分
闘 感,洗 浄 釜耕 装 玄済 す きと に よ り,循 環i査祥「寝 バ希殺
さLPV>cA雄g.レ†7Zcな捌 垢牲 炭 カ ラム び・乙 り直 乙イ鯛
にド レ†}弟・性 崖 必喉 看能 ウめ・低 下 レ・関 ∠,喫 曜 に透赫 実



















示 可.之 れ 唐 肉 径60WtWt,高 さ142WtWto)カ ラ4に
2・・6φ 活 牲 農 を禿墳 乙7骨 な っ た 曳瞬 課zあ リ'
実酸 開始 直修 ひ カ ラム 最 嵐履 犀 柔纏 度 《 ・闘堂看弩 蒔を イ乙
と…嚢斗fr《≦蒔 間 目(か ラム26回 匡1イ壷岡)に 相 当 す う カ ラ
ム 痛 出 潅 犀 豪 濃 度4経 蒔 　変イ乙を比較 乙た もの ズ あ 診。
26回 の 雨硬 岡 に よ り活 牲 炭 の畷 看程…力 葛 グ 昏ll低下 し
2い 翻 、 こ病 ぽ 完 全 レ=脱看 状行 な 櫛 な い 酬 レこ一部
の 尿 藻 ボ 津 に浩 柱 炭 〃 ラ∠、に 残 存 した 喪あ2・出 ξ}・し ニク＼
乙呑 駅 り、」歪看「が進 仔 す き ド っ れ,模 儲 奉寝 中 の尿 柔濃
彦 レベ ルが 喫 第 に低 下 乙,弟 性 炭 に暇 着 ざ曝 うべ さ 尿 素
量 も/レーな ぐ な フ ーz来ム1ミめ 、説 看 の励 率L3ほ とえ と、低 一下
し'2いζジい ク 芝ひ 孝者黒 、後 磨 と 一仏Ue3-3に 永 奇模
凝 …毒祈 実縣 看果 グ らも わ ゐ・ゐ よ うに,種 ・凝・俸液 中の 尿 条
88
濃 度 レさ+A,低 下 した 。R」N28?'田 いた カ ラ4・F・1内
砦積 麻 きな カ う4を 種 町 う場 合 レこレ9,・lt脱綾 咽
も長 くなq,を →へだ㌦†カ ラ ム の 雨 梗 用回数 暦/レな ζ な ふ
たあ 、 雨梗 岡1に8み 帳 看 釜 クひ 低 下 帰/グな鴨い レ」ず'?・ljPKゐ。
加 適 当 な操 作 条 件9*,yi》7.,Mv=,カうムn† イで
や 畷 暖 看期 闇 宝種 々塵…之2模 凝 虚祈 宴鹸 き行・な っ1㍉ を
の例 ヒ し?,-rAb1233レ こ3種 類 嬬 灘 》擦 酸 条
イ牛段入 実融 毛果 左 禾 ず。 カ ラム 内左 揖 に閣 しZレさ,カ ラ
ムw・(Eb〈'6・…L・・…'%An,謄 ろ一一7L・蔦 繍 辮 と
1執ぎ一敦 し7)・》ポ 、 内径 駅 段つ駄 燃nウ うムON)XA■レこ
Lgl,飾 あ?低 い但 麻 乙 空塔 建 度 レ。腓 鹸1乙2・ ・な い。



























































かヅた≧と,浸 が淘 駿 め在嘆 のイ坊 、澗 題 廟 。たの
ぞ 眺 ・・か と凝 ら鴨 ・ い 琳 レこし?b'殉3-6
グ、実、鹸 結 果 に 量 られbよ うに,カ うム 肉 径 塁 大 き ζ 乙?
b吸 看 レささ1寺と}諏ぐンヂらな い こと を考 之 躰レぶ',、圧 掲,ハナ
るrい内径(パ犬 きな カ ラム 逸一国 い うあ ゲ(ドい とゴ言2ぶ う。
F号3-12、 一[:こ6・3-Bレニレさ,極 麟 液 勅 蕨
肱7レ 了 千 ニ ン濃 穫 畷 時 を 枇 循 磁 祈 液 中 《 蕨
灘 曜 時 も 腱 河 。 御 逞翻 飛 中 殉 レ了 千 ニ ン濃
度 は,種 凝 透杵 卑鹸 中,無 頼 ・トマ・あ 。 た。 こ料 さ,フ し
了千 ⇒ が 謝 躁 レ・披 噸 看 罫 お カ・ら ・・杷 な らな ・、。
Fts・一}・・-12磯 ・瞼 繹 眠 敵 釜 ω 一'献3弘
一 の2勧 力 うム レ・外 紳45・ 移 の謝 臓 琉
填.しマ 喫馬衡左'存乍っ 養 も あで・,尿 秦 略 十分 眸咳 さΨ㌧ 殖
環 透梅 酢 め 犀 蒙濃 度 も低 〉・しべN)レV保紳7・ ・う・
-F
is・ら一IBv;'内 径8・ 一 ・為 さ14・rw・vVNの2
21iAtsラム レ・琳 四35'OSの 謝 戯 左瀬 し暢
/合6〈字、縣 果?・あ り,透 漸「2時 間 日 あ た りで,循 環 蓋析
瀬 中 の 尿 系濃 彦 レベ 】しがケ し ヒ バ っ2・・うが㍉ 以 後 癖 ナ
し,模 凝 俸 潅 キ 〃へ尿 蒙濃 度 も孟 析 蒔 闘 とと もし二榎熔 な減
ケ 訴 し2・・》、 こ軸 」,景 初,模 凝 俸 桝 《 蕨 濃 彦
が高 い闘 レよ 剰 戯 レ・・購 さ"う べ'き尿 秦蚤 バ ㍗ す ぎ う
海 あ 、吸 看期 闘 の後 キ ぞ 畷 看 立躰 卯 に琉 嵐 した鍾IJの尿










































































うレ・沖 樹 麟 痛 申 嫌 秦濃 度 レ柏 しわ鞭 第 レこ低 下 し,
謝 主農 に ・賭 さ暢 べ き 麟 量 ボケ な ごノ8,2葬 う と,
蓄楕 し2い 為衛 曝透 析 液 ㌣・、尿 柔 も †/,bvk看さ脈 う よう
レ=奪り,濃 彦 も低 下 て う 在 あ7・あ う。
征 っ?,衛 曝 勧 帳 斬 尿 秦 盤 を,淫 に 無測 、蘇
つ,縛 レ擁 ぐ 物 聯 癒 あ推 進 か を一kLll¥しrレ・藏 於 鱒
v・程 凄 レこ保 っよ う ・こさ 満 構,よ い こと が 勅 ・う,
奉疏 究 で 賎 尿 秦 と7レ 了4ニ ン《畷 同薩 曳 瞼 しか膏
な わ な か っ7ミかミ"吃 《イ芭 のイ七'諭終 末隆物 で 夙 》尿磁～や 中
間7脇 量 毒柱 擁 「・よ 謝 職 ・て砦 易 レ・噸 旛 抽 う ト あ,
物 ・騰 除 端 一 筋 難 か レ ・こ とで ・硲 、・。
thbk3-4ド ・X,RVN30・ ・槍 げ う者 種 歪禰 を
蕨'分の濃 度 告イ乙が 禾L2あ う。 卜賦 、Q6zttの麗 穫 養 杷 応
喫際 ひ透 智「Ox)%ノ>0・許 容 範 囲 肉 に と 沙 渉.?い 》。 循喝
勧 鴨桝 《 ク・・し争 フ濃 穫 賎 孟杵 初潮 レ・誘 腔 獄 純
示 し2・疹 民 こ桝 さ汐 雛 拠 ・8う 帳 看 が 操欧 ・薦 。
di.2,ブ1し コ ースレ・つ ・・2・S、透盾 潅組 確 養 為 わ・,
N6鯉(Nlう ら《 ネ 瓦7・ ・しコー 又 兎令 手 ケ 、透 ㍍
嚢 鹸 用 お な ど撚 オ法 蔀 藩乙決 方 が よ%
SRI,N21レ・篇 ↑う'吻 勧 「潅 量 レさ,9時 離 諸rで,
2(7、6」～ マ"あ り 、窃…采 の 透漸「レこ必 聖 ケ 歪君「糸…o、約 レイo




































茶疏 兆の成'果2ふX?吸 曖 看 オ弍 人Z幣 廠 兎作 成 乙.
動 物 実鹸 慶戻臨 凍 実験 匙行 な.た と こう,従 集 の蓋析 オ
弍 スエ幣 臓 とほ と、くど委 らな い孟 却「効 率 バ得 ら敢.且 つ
臨 床 上棲 用 可徒 ぞあ う ≧とが 実証 き弘 た.
ここで提 案 しだ 壕 彪看 方内 人 τ堅 畷 〃湾,高 価 焼
毅 測 ア も,99量n透 祈 表 わ'導 と しな.肇 あ レ・非 津 レ・
発蓬勅 ンであ き。弟 牲 炭1惑,尿 弄 を企 り畷 看 ムな ・、が 、 こ
A方 弍 ぞルδ▽闘覧看 を安 …zレ・〈 リカ・之 可 表あ にケ 景n潮 牲
幾Z・処 理 層Z・き う。3二た透禰3そ 多,茨 浄 や乾 曉 に よ リ南
生 す 】れ ぽ'治・性 幾 の 函イ萸用 駅 可 能 ぞ あ う。
し ろ・し 杏 が ら 、 ブ嘘 コー ズ 、C♂+等 あ老 祈 潅 成/h・as,
活 椎 幾 に 岐 看 さ れ ム き と に よ り体 痛 バ ラ 上 又 洲 委重ワ可疹
丁=、M,E期 蓋 干斥に 壷 し2・ ・>b・否 〃＼レさ 〆 今 後 α 改 良厨 覧








































































婆ら4葦=血 痩 の隈二外 矛 、蚤
4-1。 緒 詰
ド艮外 ラデ≦監 とし」 ・T=is.4-1レ=示丁 ご と く ,珂莫 と介 し高
命 挿 微 粉(i・-3・x・IDe)1・ 翫 ・海 勧 ら低 ノ静 納
齢 鐘 筋 ≧ と 猜 味 お 。 広 く 食 品 工 業,醐 諜 ,
恒蔭 精 製 工 業 専 のv'i)i,N野・・Rレケう日 魯ウ物 賓 紛 離 精 ・製 ,
濃 縮 こ用 い られ.瞳 透 過 に よ}た あ,相 愛 イ乙が 容 く 、 幣
温 ぞ 締Ll㌻乏 う7三あ 物 値「o＼委・性 φ 痔 画乙わ な い 。 と こ うbt、
'
)i卜撞 さ甑 商㍉ご残 う た 高 ノ先与や雑 粒 与 が 瞳 面 近 傍 ㌧=局左 苛
》 と、紘 布 が増 し,矛 遇 藩 乗 グ減 ・矧 う。 ご《 現 象 認
度樋((め 蛛副r久 梱 セ・レrlz久+の と壱 ラ。(17・
,9},
4-2.)
血液 〃へ眼外}ア過 き行 う場ラ令 に も,瞳 面血∠ レ=血清 蚤 白
蜘1魅 樋 現 襲 が!主と1,ゲ'し励 ミ冊 成 ご袴 矧 膿
































































}こ と,カミ矢口 ら Ψt-2い)。
一 方
,血滴 レ」血 球 玄9ヲぐ含 ぺ2・い う ため 、帳 外 シ戸妬 琉
束 に 亀琳 かごと・う景ワ響 一ず》か き検 訂 可 診 ミ としざ 壷辱一で 承 う、
外 丙 の 楠 撒 硬 ・朕 血 嗜 餌 δ,血 癒 」乱 亮 ヒ腸 可
能 柱 が 齢 拭 一艦 叫 δ血 窟 内 《〈・流 蝿 蓑 とみ な し2
よ い。 血 潅 が 毛・軸 嘗 剖 太 い 窟 内 き層 漏 で流 嶋 場 心 レ・
は,窪 彦、分葎 の7三め 斥 血 壕'しδ・回 車ま乙な が ら兼 躰,窟 軸 に
集 訓,噛 薩 ・・右 っ?血 葉 だ レ羊の層 が?き 貌 とや 備
軸 集精 現 象),未 血球'バ97数食 倉 乙一Zう〒"ノ7又AYOX固
}・ノと な っ で 疵 精 ≧ と も知 ら檀 ・・う。(S7)こ
の,ドうな状 衡 で血 球 が 噛 肉 と流 躰 診と流 速 が増 講 レこつ船
血 球}が血 漿 窪覆 乱 す う作 用 レさ噌 斎z・、ax5うと推 察 さ外 う。
鋪 勧 眼 嬉 湿 逆 人が 翻 巌レ=応用 しr・,・、・bOP>P9〈外 矛
97
過 方 幻 人z一緊 肩蔵 を擬 作 凌 う藤…の 血.琉も ま 費層 蒲 と み な こ
豚 み聡(め,伺 様 ・の 椎 榛 が 蔵 り立 っ。
限 外 》デ過 方弍 人 工腎 職 しさ,人 間 《 白 然 曙 の機 能 に最 わ
£ い 方 式z"あ リ,E・slP1点と しz・;9間i,55」Et毒性 物 暫
と低 分 与 と 同 ど 遠 穫 で 除 レゆ き 覧 棒 嚢 の コ 斗 ・ 一 し
バ 餐 易 で・あ)こ と 、 侵び ノト型 化 バ 可 能 ごあ 〉?と カぐあrド
ら帆/k来 ・A人 工緊 臓 と し マ朴 … 其隔Z柱 う,
血 飛 碗 餅 矛 愚 棘 ηあ?人 工幣 購 ・・応帽 し 勧 ・さ ,
ト{,2Wt4efSbcr～(HDZ'あ).拭,帳の 方弍 一Z斗さ,3テ蓮 した三ア
潅 幻 ぺ7槍 乙 物 か 籾 に 体 嚢 細 成 レ・叡 似 た 撫
来～き.イ契給 商>T:あ,、 回 グ　透 杵 一z・体 渡 夏 まっ か 星P・胚 か・
2》 こ と ド なIL臨 秣 仁闘 踵 が 勅 ・"繕 フ?,翻 樫 の
扉1細管 の 南 喝 収 機 橘 にキ日当 す う 限 ンじ戸夜n処 哩 方 法 に 研
麩 ひ 焦 点 が 乙1ざら 躰>Lhし丁?臥 うかご,選 択 的 レこ有 倒 物 管
o、)sLkNPk4マorbような 生 砕 ひ横i倉肱 紺 † 隔VNズ 払
之 閤 発 す う こ と 賎 唄 た 《 所 詐 叡 ・困 難 叡 哲 う よ う
に 思〔わ県 うδ
Eセ7零 研 究 で レ9,眼9ト矛 遇 方斑 ノ・工緊 臓6〈鹿 一霞 予皆
と し2の ⑪ 覆蹄 餅 矛趣 ・Fレr5ヘマ ト7リ ッ ト値 の魚
響 麟 し鹸 討 し 限 外ヲ戸動 蘇 を椎 鞭 診 輸 凝
を耳 み こ と レ=し τこ,
98
4-2,既 往 の 研 究
限 恥 ア置 の 一般 的 き厨 究 と しz・δ.P。 ・悟(Pl,P2,
P3.P4.P5),G・ 。1&SMItL・((x3う 、下・・b・9
(F2)ら 拭 卸 ・壕 へ 嫡 国 と し2のP艮 船 泄 レ・za・
け う濃 彦 分 極 現 象 左研 曳 し2・ ・う、
血)鼓σ・隈 外 矛 過 ・=つ・・2・;,Bi,・-t・t-(Bワ),P・r'tey'
(P6),融 眼(一1:3),K・zt・・gU(k7)ら が㌧ 主
と し?隈 外 》韻 を昏 な、 腸 合 の 蚤 白 質 の 離 ・分極 現 象
レ・つ 、・?研 努 乙2・ ・》。c・lf。～・(clO)」7L?F-,曝 外
易 鐙 碑 が へ で ト 劉 ・〉 ト値 レ・剖 執 ヒ驚 こ と 擁 か
め 沖 し訴 鯛 ひ 運動 ・釣 づ 史流 輔 型 主 乙 繭 初
拡 翫 条数 が 増 ず ≧ と,)kム 庶 血 卑 あ体 稲 分 率 状 拓 ・・所Zl
し5,粒 う相 豆(入干 …歩レごよ り錘重 量々 がヲ減'歩す う と とAβ あ
ぞ 揚 と蓬 べ2・ ・う。 しか ム,ヘ フ ト フ1'・.雁 騰 尼
さ せ た場Anrxつい?Vさ 詳 しく検 訂 し?レさ・・な い 。
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4-3,濃 屡 み 極 現 敢 の 理 論
B、att(B▽)ら 齢 魅 ノ罐 モ デ い ・δ う2L,吻 冑
≦監抵Fiiこ啓,下{莫く藍]し=冊ク成、=㌻し}へ})勺→'1し11喜しこδ っ?'『主,じ',こ・フヘ
ゲ1し恥 恥 糊 恥 柱 蜘 ・お ぞ趣 乞 輪 ・(Frs4-2)
眼 外 矛 過 琉 束 」((～Wh3/(嫉㍉'2の レさ,一 建 以 仁 の》ア適 圧
ぞ1δ,3ア墨 圧 レて依 蒋 し な ぐ を9,蛋 白ラ震 穫 とc(8/c・・vN3)、
蛋 白 碗 翻 奪数 とP(ぐ ・・Z/se・),ゲ1し恥 ・ら 唖 離
架(個)と 赫 と,沸 構 §斜 さ,
訊cこ∫C ・=D 夙・天
冶暇 立 ⇔ 、(4-D鎚 積 分 ⇔ と,
1=K2いC(1/Cs
長 だ し,







最 蜘 痩の 一肩勧 厚 さ(c夙)
(号/ぐr・ ・N3)
飛 奉 イ茶 の 蛋 白 濃 彦(各/c・W～ う)
ここZ㌧Kv5肺 物聯 施 ノ麟rで 、,緬 殖 管 レ・お
?壱ノ乙苅》が,実 燦 の眼外ヲア墨鴉?、レ5瞬田唐千乾レ・bCべτ
琳 施 暖 醐 粉 夏い碗,局 群 切噺 癒 フ條 齪 軸
方解 均物管樋 フイ鱒 哩 き換 え?芳 た 於 とし;筋 ・
100
■Cokf・tVYCCI・)らレδ 毛畑 嗜 型 限 ケ!矛置 器(軸 桐
羊 勾 午1η管 物1勤イ条 数Kを
K-・8・7(書DZ)M3 (4-3)
と 与 乏2い}。LVJ嘗 長((禍 、,「f6レ相 章面 ㍍ 断 窪 度
(52C-1)マ覧馳ち り 、 茨 式 に よ り 定 養 さ 軋 〉。
'6-
・ 一(威 吠斑),.R-kU(4-4)
イ寝 らしs,〈2ト7り ・〉 ト但 し=イキな う?養 肥 す うpetgじ戸
過 流 乗 鮪 勧 拡 散 イ条数 の 酬 呂 ・・ぎ 酌 の と した。 し ウ・乙
な が ら,血 液 店 未 血.卑乞含 貯 フF均 一 ㌻縣 〉易痛 で・あ り,禾
血 球 膜 は 蛋 白 畦「左 透,墨ざttな ・・ON?N・,血痕 中z・en禾1飽球'
は,蛋 白 管 に ケ な く 呑 い 劉 饗 と 殴 貯 可。 纏 っ?、 こ め よ
うな条 に.勾 一 糸 で 《拡 窃「に 関 て う理 論 き鏑 雨 す う ～ど
レこ1さ無 理 が あ 会。 一 方,血 液 の 罷 外 》ヂ過1=眼 蓬 苅 〉 う=ら
レぎ','物蝋 夕重ηイ条数 κ ・ヤ に,蚤 白 濃 度 一や ヘ マ ト7り ・ソ ト
値 に よっ?頬 雑 して凄 肥 声 う演 勧 拡 散=株数 を含 威鳶 と1さ壷
二当「}2・レ'1:フ書=、 、〇
三 こ2捧 研 究 ぞ1さ,物 管 移動 余数 κkePv・ へ で ト7
ソ・.ト値Ht、 と溺断 一速度 聡 、《)か らな ム綱 正憐 数
叙 眈 で・)を 含纏 鹸 式としマ表崎 きと麟 砥
/Ol
4-4,票 、験 翌…置 段 ボ 雫 鹸 方 法
実 験 糧 の7・ 一 ヅ 棒%4-3・ ・斥 死 藤
槽1二は,稼 血 耳 能 な血 液 量 レ・制 隈 拭 み>z-d4,約12A
試 料 齢 込 嬬 ㌔ 眼 給 渦 賜 と しユ 疹,T。.U24-1、 こ
fi"erよう ㌻ 毛 細 壱型 隈 クじ ア轟 器HDXlkPt'HゆPゆ
(A(^へ1ω～・ネt)玄 懐 用,羊 、瞼 略 試べ2370c一 定 レこ保 荘
虫.1='空気桓 温 室 内?・脅干㌻ い,ざ ㍉ レミ雷・蓑槽 とカロ」熱 」壱 に しδ
370ご}亘 亥昆し)1〈左循 曝 しT=。
試 料 と し2しδ,生 理 倉 ・伍・k(0.9W七 ・1。へiaしρ)k塔タ葎)
血 清 、血 痛,画 琴留 き・含 む 血 清 きイま甲 し長。 血 痛 と しzは,
屠 鵜 亘 後 《 牛 よ一q殊 勉 した 並 液 とが ラ又舜7撹 痔 し 、眈
線 雑 した晩 鶏 羅 血 汲 雌)献)翻 剤 へ}＼・リ ン 賦 田 葉
品 工業KK)を5000u/2ve2た へ)xo・)〉血 臼 怖
し た・ 種 々 《ヘ マ ト ク 晒 ト値 鮪 恥 言耕 左得 う レ・は ,
同 一血 痛 岳 り得 た 血 看 左加 乏}オ 法 レ・δ っ 渥。 合 た 血 清
試 料k得}レ こvs,Sit'令離 器TY四 一 切 ・ 個 扇z,v`
%製)gi・ ・一?.約2・,…8で 亀2・・～30・ 分間 全 饒
叢 爬 分 離 乙た。 種 々 σ～蚤 白 》敷 度 〃、試 料 き得 う レこレき,血 着
ヌレ渉⑫ 庭 生理 舎 粉k?・ 撫 し在。 斥 〈亘球'のw用 と し7
の 酵 趣5 ,オ リ エ ン91しkZd.ド う イ 、 イ ー スFgig理 令
塩*,9し ・・棚rさ 琶,血 矯 中 レ・卯 ≧ 〆 部3擁 腋 き と リー ,
蛋 白濃 駆 調 整 し た 脇 蝋 料 と 確 。










































しな が ら眼 外 矛 過 窟 へ と藍 っ た 。 企 中 了 キ ユ ム し 一 フ レマ
7取 の敵 琉 を菊 乙,加i熱 嗜 で3ワoこ に保tラ,限 外 矛 愚.1詣
左孟1量 し τミ後,=コ イ1し斗ズ《 が う ス糸田噛 望ζ孟Lし?薄7iとレこも1
ど し在。 ヲ夜」流 量rは,買亨3覆槽 に も}と・うPfrz・・,メ 又L}り 上9竃
一 で 測 左 し、 限 外 矛 量 量 レ」、ヲ戸過.器 下 部 の ビ ュー し ・〉 ト
マ・測 定 し,P戸過 圧 トさ矛 過 器 出 λ ロ ・・K9,)イ耕 た フ・'1しド レ
ゲ㌧ ヅ7測 定 した 。
一 建 《 雫 鹸 に 沢 い? ,岡 一 寧艮外 矛 遇 器7^,固 じ キ カ・ら
trgZし硬 液 試N999Vl・?,へ2Vフtiッ 随 鶏 血着
蛋 臼)豊度 を養 え?零 鹸 と行 な.た 。 実駿 レニ先 だtう,端 路
内 を豹20Aのk2茨 浄 乙,・bAし・ISI.の生理 食 掴 ぐz・'
深 争 した 、2i-T:,巽鹸 終 脅 勧 よ2Aの 生理 食 粉 ヒ7洗
浄 乙 一}一ら レ・豹20ヌ の)K容 陰 争1景 後 し・256/o未
1し2り 〉 審 表 き痛 した,雷 種 僻 艮9ト〉魑 器 唾 蛋 白 唾 き
含 ま 郁 ・生理 食塩 、・k試料 ・xp艮外 矛 是 琉 乗 が 嚇 いか ド 低 下
乙 た以 外 レよ 函 現 牲 の 薦 値 翫 しτ・、 血 看 蛋 白 耀 駆
奄 之1ヒー 連4雫 鹸?・ は,向 蒲 蛋 白濃 度o、低 い試 料 か ら1恒
番 に 行一な っ τこ。
並1》看蛋 白濃 彦 しδ,?ツ ベ 屈 「f信†2・在 干汽一率(370C)を
測 定.乙.楕 捉 曲 線 か ら菜 ハ 五 。
へ2ト70ッ ト7,kL5,7rc'9へ乏 ト7り 外k目 一120
ド 占 リ5/,〉間 重 バ分 離 し2ヲ冒1促し,さ 尺港 血 量傷,・),.1・
)卦 へ 七 ア'酵 ン法 レ・劃 比 邑 定 量 し な。
'04
4-5、 雫鹸 縮 果 「隻ひご一汚 聚
4--5-L血3青 試 料 の 限 外 》戸遇 琉 束
血 清 試'料 レこフ い 一Z,眼 外 矛 過 潅 束 に 綾レぎす 毛細 膚 向埼
動 驚 の 影 響 嘲 〈湯 醐 ・=漫 の 養 数 と しマ 膜 繭 断
速 度 丁・=4U/9ilと 田 ・・た 。 血 清 蚤 纏 彦 ・25覗
の試 料 に つ ・、?.P艮外3戸鐙 為 深 と重断 遠 彦 と・・waイ継3戸
過 腿,xoラ メー9と し2図 ㍊ た の がF}rS・4--47あ
う・ 血 靖 蛋 白濃 度 鐙 暢?低 ・・醐 レ・,》過 圧 場 攣
が 顕 落 レて現 締?い うが ・F百4-5し ・祠 お ・こ、 血
シ昔蛋 白 濃 彦 が 比 晦 的 高 ・・試 料 ・2レδ,S3と ん とフ乞 か の 覧 響
を 静 †な ・、。 こ ・・よ う に 、ジ渦 圧 ボ い く ら噌 し2も1も
は や)丙 壷 ン幸バ 増 さ 依 な 疹 の ・さ、 》醍 圧 の 増 力・レ・イ物
い ゲ'1し層 の庫 み が 噌 しT;,),額 ・プ8)た ・圃 次 と1・よ
1},3ア髭 抵 症 が増 大 一6iう1ミ撚?、あ う と芳 之 ら"〉 。 〉ア過
圧 が 工獣 レ・つ 外1励 摩 遍 潅 乗 力弍一定値 レ・並 つ・〈 こ と9
・fii・LT=のni'Fs.4--6?・(1;(t)o蚕醒 ぎを含 誹 い 生理
食 塩)k試 料7減JYUAPと し}直線 関 係 とな あ 淋
レさ抵 抗 状 膜 の 炉 唇 准 し7い 炭 と を 禾 し2い ム、
」ニーT=,三1戸過 ノi己一 定o・[5ヒ8/(二 へ・へ2z・',血》肴一蚤 白 〉窪ノ隻
を種 唾 妹 輪 磯 贈 課 を 下〒84-7・ ・莉 一 主
理 ・食塩)k〃、場 ノ告,渤 断 窪 度 レニは イ養有.乙奮 い た あ,図a直
綿 感 、)k年 レこな っ2.＼}が,血 ラ青蚤 白 試 料 め 場 合.o,5
















































































































う こ と択確 認 で'きた。 こ転 は,層 琉 ド}導丁診物 管 移 動 の
相 関 式 」 …V。Y3ろ 適 飼 鷲 訟 と 聴 味 赫 。
4-5-2.限 外 渦 蔽 ド 嚇'寄 禾 血 球'磯 響
未 血 球 の"撹 乱 効 果5'を 検 討 す 》r;cPKレ=、牛 血Lを庄理
食 塩)1〈で 希 彩1し,種 々 の 血 清 蚤 臼 濃 度遠 有 す る兼 蘇 血 》覆
9言圖i整し,さ らに 刷 一 蛋 白 》蔑1転の 血 疫 の へ て ト7リ"・ ト
値(いt)左 委 之?雫 鳥翁左'行・な っ τ三。
Fe4-8レ ニvs'血 漏 蛋 罐 酬 き 摘?低 い ・・9
wX-oXoの場Apの 希報 血1看 景ボ「希鞍 血 蓑 の眼 外ラデ過(ハ雫瞼
績 黒 左禾乙?あ5。 図 中 の破 薪 乏レδ,・希 瀬 血 清(H・し一〇〇/.)
の 雫瞼 箱 果 をita.ヘ マ ト7りNYト 値 が低 く7も 謙 血
球'の灘 岐 力果 は 明 らか レ=認あ り躰}。 まTz.AVこ 引oe/。
の希 蕨 血 滴 グ・方 が,Hし=2・5e/・ 〃y冷釈 如 壌iよ りも 湧
断 遠 疫 が'大き ぐ な ムに フ 淋,未 血 球 《撹 乱 麺 果 は 落 乙い。
こLINe;,重断 速 彦 が † き くな}レ=つ 胚,全 禾 血1玉幸'麟里 動
量 が増 蘇 あ と 考 乏 ら帰 、
F昏 牛9'4--i。 ・4-liレ ・I」1血蒲 蛋 白ラ鶴 が
1,95,5'.0,7、owkO/・en場 ・告 防 喫 、騨 琶畢 を 示 し7
あ う。 こ 屯 らの 図 か ら も ・hか るδ う に,ト+も イ亙 と限 外矛
駐 東 と・・Wt・V;,鞍 雰 比 例 関 保1猟 凱 な い。 砲 ・
4-toレ ミお い2、Htノ イ置 がこ4、0%と イ禽 ・、場 ノ告・Fレさ、











































































































































福 くな うに フ躯 萌断 逸 度 が† き・・麺 域1で、表血ヰ、の頂 乱
嫉 は著 しぐiE・b・Vkr=-iS、Htイ亙バ443%と 漏
い試 料 の場 合 ,重 断 塵 度の・トさい麺 域・Zlは希献 血看 の導
獺g匪 遇 琉 恥 下 ま煽 紬 果 を得r=。こ描 ,軸 薩
献 ・陵 い 矧 レ謙 瞬 ㌧・よM乙 脈レ論 と 姥1艶 ボ,
奄 しう未血球'〃～イ奉ギ琶今率 が高 い喪∂へ未血球粕 皇 の運動 ボ
阻 覆 弘 芝 胚 レこイ惨,?血 看 蛋 餉 有磁 融 獅 減
!レー乙葎 πあ と 考 之 ら中㌧cl,。
前 油 稟 嚇 課 は 、 ず ベ マ優 線 纈 しこよ う勧?・ 揚
グF;814-i2に は,へ!＼o・1)'tzをイ9肌 た場 合a


























束 は 、脱 系簾 血酬 デ'-9と よ く似zい う,≧ 躰 レ5,後は
ど 比 薪 す う。
(4-2>却 δ,滋 λ 口 画 蚤 白塊 勧 磯rl粛 しマ
酬 矛 蹄 雇 フ・・ 外 鳶 と,P。.t.e・(P6)ら も
指 橘 一奇》 ようし:,瞳 面 蛋一白♪霰彦CCrが'一定 σ＼場 合 、駒 質
耗汐動 係 数 κ かミ',をA直 綿A勾 配 か ら得 り・払}～ と8示
乙?・＼〉・ 「iS'4-Bレ ・L5・F∂ ・4-8・4-9・
4-t(),4-tlよ り得 ら脈 長種 々の血 清 蚤 臼濃 彦 レ=苅一す
}眼 外 》ア過密 束 の デ ー9と 禾 し2]う 。 竜 断 蓮 度 左)＼。う
メー9と した4本 殖 線 レ5CCrL・集 か),Cc.-20・」vg。
と傷 た・ 過 値 が 嘘 過 イ圭磯 幣 ・惣・いゲ 礪 磁'の
下P艮イ直と一言 乏i>蛋白 ゲ1しλと濃1蔭を表 呼)しフ いiうもグ・と 思・
わ 嶋 。 諒(4-2)式 し;、寝 本 イ本 の蚤 白濾 彦CB〆,
ゲ1し肥 濃 度C(bに 嘆 し く な っ τ…日手,眼 外矛 過 琉 勇～はo
レ=な ≧)≧ と を 示こし マ い ム 。
Fl84-i4レ5'%4-Bと 伺産粟に 批 二5・・O/・
の 釦 》後 試 料 の デ ー タ 途 図 永 乙た も σ～?隔あ う。 直線 レさ・F8・
4-t3∠ さ つT=〈 同 一 〇＼Ccrレ ニ収 象 す5。
FS・4-B・4--t4殖 線 瀬 き カ・ら得 ら蛛 構
移 動 擁 数k乱 南 断 窪 酬 ・赫 しマ フ・ロ ・ソ トLZ・A6s',
殉4巧zあ う・ 物veastsi」(k老trLg'n樋弼 ・
の 血寝 試 料 の場 心,動 継 度 のc)・4scv・ti.例乙、血清 一試
















































































移勧 係数 あ 値 は ・(4-3う 弍 中2・杁重 断 速 度(ハ/3廉
㌧・比倒 輪 理 論 とよく 一致 し熟 ＼う。 血痛 試料 繭 聯 ン
動 イ繍 レδ備 勧 韓 嫉 数 のイ直・・よ り蘭化 お 砺 ,雫 鹸
癖 レ・レ旙 鵬 の輪 舷 報 傑 凝 含跡 、峙 うボィ駒?・
as・ 髪?∵ 試料 左血液 ・こ隈 ・1、縮 フ拡散 葎数「、・イ紘
　
っ2後 舶 う袖'正イ条数 十(HtンY～)9導 ♪＼乙 丁=。血 靖試'
料 《!契1鹸定 に禰 し正係 数 十(料しN・ ～)を 麺 岡 す う ≧とレ1








今 「回(ハ卑瞼 ぞ レ5,眼 外3ア過 脇 の 妥1　さ凄 えず・レ=一種 類
α毛 纏 鞍F艮 外3禍 器 しか 樽 っ?・ 唯 ・・が,(4-5)
式'ド!含～≧・抵 う 管 長]と 物 管 毎 動 係 数Kと の 閥 イ条賂,
屠 琉 ・・お ・D(]Traetz(B8)9〈 フ・の 糠 鹸 戎、ウ'ら
得 ら 酪 》。 綱 正イ条数 舟(H・b'Ys)しさ,Htン値 濠 び重 断 歯
彦1・Ktsっ?ighL'31>bs",血清 試 料 ひ場 合 絹 と した.
拡 箭 条数Dlこ 「凱 ぎ ず蛋 白 ラ鼠度 の影 響 レ=っい 一2唐,本 玩
努 め 稟馬嬢 固 内 で・㌧さ黛 複 込 う}も ム と 汚 之 良。
(4-2),(4一 ら)弐'レこ,IS一フ2`言†箕 さ申・T=一(Kべ・Z(フ＼呼馬食
系課 就 鞍 恥 こ と レ・釣 予 ㈹ ・Y・)き 綻 し,F;8・
4-16レ=禾 しTz。」卜(H一し ・'fの脇,重 「断 『窪穫 レこ征 っ?
増 かロ船 グ ー 定 揃 断 速 度2、σ,嚇 値 と とも に景 初
増 ウロ 乙,み う景 す 値 を斥.し軽 後,藏'ケ す う。 ≧ 魅 レ㌫ 血
蓬餅 レ・懸 濁 す}禾 血 疎 》因1特 に重断 遠1隻o、高 ・・樋 域 レマド
い 一2,血 癌 中Z"乱 躰 き促 進 ず う働 きh"'あ〉衣あ と恩・しh淑
}。 乙か しな が ら.H古 イ亙 が縞 〈 ㌻ うレミつ躰,禾 血珠'の
イ苓樹 痒 が増 む と・こよ 埴 緬 果 の 砂,蚤 醜 財 砿
























こ 蘇 ら示 伍 卑 ⑦撹 乱 劾 果 左 鶴 画 》☆ 加 ・,湿田 姻
い マ 鯖 左情 う 在 ・ 吃備 果 とFs・4-i7・ ・莉 ・
酵 珊濃 馳 奄 必 ・イ竹 う眼 痘 戸鑛 諌 仇 沓 仏 δ,廟 池
痛 のHし イ直の場 合 に類 似 し一Zv・う。酵 冊 と赤 血 球'とあ 寸
イ ズ が,略 しざ専 とい(数 ド)と と.がら芳 乏2勧 婁 当 窪
美き果7・,,i5,,うと考 乏 ら・払5。(4-2)、(4-1ヲ)式 に,















禦駐 式'から得一ら蝿人正イ亘 ヒ 菜 瞼 デ ー フ と を 比 車}しで の が,
F弓 ・4-18マ い玲 ・ レ寺眠2・o/・ 以 四 嬉 髄2・ 嘆
験 ぎ1さ喫、験 デ ー9ヒ ー至釦 し一z>・》 ご と が・わ か ム。
さ ら にCoifo～・(Cl・)ら ・xデ㌧9レ ・布 硫 拓 ・よ つ
"Z得泌 礫 験 岨
4一 の 戎'励 用 しT・aがFts4--19
で あ う。 帳 らの デ㌧9略 ・,2条田壱一径 が193へ328ド ・,
管 畏 別6、5-3L8c軌n種 々《 眼 ヲ!う醍 麗 歩 り得
59tr・b・x?'lpt》・F;8・4-lg勅2赫 曳衛,
本 研 究(ハ喫 瞼 弍'(4-5)或'が らぐ尋ら 蛭 た もの7・,CD(VDMl
diデー ヲ と よ ζ 一 致 し㍗ ・う こ と が 叱・か 》・ 鉦 プZ,




















































な ‡天・,雫P祭 の 血 藻 隈 外 うア旦2・臣託陳t闘 是重と奮 う藩 血1は
]li・)フ・,減 圧 知 思 ニ ーV・"iし山 しブ 躯 含 碑 騨 彊 全
体Z',2時 固 畑 耕 謹 離 ヘ モ ブ ・t'x)量が'2・・%
喝/叙 か ら24・)2・w・s/・LQv・)曽 力・ し た レ・ 静
ず,十 分 無 複 で・き う 賂 と・ワ、塔 血 一量 ぞ あ っ た 。
119
4-6、 綿 論
牛血漁 限外 矛 過 驚 束 を,ヘ マ ト7り ッy亙 を種 々養 之
2測 靴 嘆 験 紬 果 裕 離 み極 乞デ ノレ ・顧?解 穐 茨
と ころ,血 清 試料6〈物 笹移 動 條 萄一は,諺1面愈断 捷 穫の シ3
寛 に比イ列 窃 うこ とが わ か っ長。
血 嚢 試 料 レ・っい7・5,禾 血 球 の・撹 乱 勧 果 と 遮 蔽 勧 黙
加 味 し友 緬'正イ条業「 ÷(Htン,'C～)'と導 》・商 うこ とv=よ9,
)り～(ハ曳 験 式、を得 径、
J二 弼 メtσ客(Hし,Y・)(差・う㌦ 舞
〔CWt3/(楓2・se(〕





こ《享鹸 ・氏＼1ふ,椎章o、困難 な蚤 白 質 め 有勧 拡 細 象数 き
含 き一61",H七但 の 閥 数 と し2老 小 セ ムの?㌧ 血 滴n限 外

























本 所 究 ハ5ズ'人 エ腎 臓 袈 置`磁 イ乙学 エ学 的 な セ場 ク・
ら検 討 し,!匙 〈結 果,>bKOへよ う ㌻ 妬 論 『と得 丁=。
1,透 杵 膜4・瞳 抵 抗1よ 膜 厚 し・気「しマ 勾 一F分 砺bの
?レδ78〈、 表 層 部 、て抵 抗 の す きい 部 分 が 春 石 寄 う。
2,主 蜘 や謝 終 家産 物2・'あう扉 秦tLっ ・・?,爺 粘 物 質粉 ・
動 イ網r《 推 宜 式'導N,・17zoこ・'`推竃 鵡 左冊 ・料 ざ'、壼
新 器 φ柱 能 ボ比較z・ き 〉.
3、 ・浸脱 看 方弍 レ・sう 透 布 演処 哩 方式 人L腎 臓 ・鋪 終 し,
従 来 の 歪 耕 勅 博 量 を 焔 程 度 に城'ら す こ と ポz・き た、
こ)区レこよ り,現 在 透杵 オ 勾 欧Z腎 臓 ・で 用 い ら れ2い き
島 価7eskft用定 比 例 爬}70が 不i9・igと呑.た 。
4将 知 ・ト哩 人工緊騒 と し2罐 な階 トヲ温 試 人z
堅臓 《穿唾 隻晴 τあ 否血痩の,労!ヲ過 特椎 左権 航 π
薙 果,前 封r遠度o＼養1邑に応 じ?'圭溌3斥 血球 の撹乱麺




現 石=(入と ご う,人 一iL腎臓'(ハノト『壁 乃乙 、 オご一 ダ7'比/lc・r・実
現 レ・戚 ま だ さ だ へ道 竃 ピ'と い,た 慮 次 あ あ ノト働
窟 伽 標 レ9,血 液 中 う・ら イ蹄 終 纏 物 き 眸法 乙 浦 用 窓
物 噴「の み きイ奉 内 に も と佑 得 き 嘘 着 剤 め 閣 発 に う＼う・っ セ い
う と 言 っ?鑑 言 で時 を ・・ぞ う う.と ミ う が・,遡 δ う な
釜 択 牲 客 『右 乙.且 つ 人 体 に 危 険 の 呑 ・・唖 看有・1左関 発 苅 う
こ としざ,なrき や さ と い こ ど2・・し3な ・、、 と も す中・レさ㌧ 現 オと
副 噂 的知識 遠 も ・2し2,麓 捲 の}う ㌻吸着剤 き作
り出 鎗 とが マ・き な ・・が と,ツ し エ マ レ・陥 ・疹 ～ と 棚
〉が1,こ 弘 蔭,・今・さ2・a急 速 な化 蓉(へ鮭$し こtwlttいL躰Tr
蝿 覧 ・こ他 な ら な ・・。 人 ・聯 藏 の研 究 レ:1・ecXsvn,?λ?,
gtrcy、2庄体 機 能 備 巧 さ レ瀦 か さ 擁.
今 後 は,本 研 究(ハ成 果 逸ふ きk?,謙 虚 ㌻宣隻彦7,}主
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Forbers,F.:TheChem.Eng.,January,29(1972)
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